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黒曜石産地分析 望月明彦 (沼津工業高等専門学校)

6.遺物の写真撮影は保坂・網倉が行つた。

本報告書に関わる出土品及び記録図面・写真等は、北
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発掘調査および報告書作成にあたり、多くの方々に多大

なご指導、ご教示を賜った。ここに深く感謝の意を表
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1.掲載した遺構・遺物実測図の縮尺は、原則として下記

のとおりである。

遺構 調査区全体図 :1/150。 1/220。 1/300

遺物 石器 :1/1(第 19図 646のみ 2/3)

2.遺物写真の縮尺は統一されていない。

3.遺物分布図版のマークは各図版中に示してある。

出土石器の中で、現在所在不明なものが9点 ある。そ

の中で図示すべきものについては、不明になる前に写

真を撮影していたので、実測図の代わりに写真を掲載し

ている。縮尺は等倍である。

第 1図は、国土地理院発行 1/50,000地 形図「人ヶ岳」(昭

和 51年編集 平成2年修正)を基に作成した。
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第3図は、山梨県教育委員会・山梨県企業局 1987『丘
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調査報告第 26集の第3図を基に作成した。
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第 1章 調査の概要

第 1節 調査にいたる経過

北杜市高根町清里は、県下でも有数の観光地として知

られる。 この地域の広大な県有林の活用が課題 とな り、

山梨県企業局によリゴルフ場を中心とする総合スポーツ

レク リエーシ ヨン施設 「丘の公園Jが 1984(昭 和 59)

年から1988(昭 和 63)年にかけて建設工事が実施 された。

この工事に先立ち、山梨県教育委員会により遺跡所在確

認のための試掘調査が実施 された。1983(昭 和 58)年

と 1984(昭 和 59)年 の二次にわた り、130 h aに お よ

ぶ丘の公園地域内で、合計 514ヶ 所の試掘坑を調査 して、

旧石器時代から縄文時代の遺跡 13ヶ所が確認 された。

さらに遺跡の範囲確認調査が実施 された。縄文時代草

創期の丘の公園 14番ホール遺跡で 1984(昭不Π59)年 に、

丘の公園第 1～ 4遺跡で 1986(昭和 61)年 に、縄文時

代などの丘の公園第 5遺跡について 1987(昭和 62)年

に試掘調査が実施 された。その成果に基づき、ゴルフコ

ースなどの実施設計がなされ、丘の公園 14番ホール遺

跡や丘の公園第 1遺跡などは造成区域から除外 し保存 さ

れることとなつた。 しかし、やむをえず造成区域に入つ

た遺跡の発掘調査が実施 された。旧石器時代の丘の公園

第 2遺跡の一部が 1987(昭和 62)年 に、縄文時代の丘

の公園第 5遺跡の全体が 1988(昭 和 63)年に発掘された。

丘の公園第 1遺跡については、1984(昭和 59)年 の

分布調査の折に発見 され、1986(昭 和 61)年 に範囲確

認調査が実施 されて、旧石器時代を中心 とする 12,000

ポもの大規模な遺跡であることが確認 されていた。遺跡

の大半は造成区域から除外 され、保存 されることとなつ

ていたが、遺跡の南縁を走る林道を、遺跡の北側を 」R

小海線に沿つて走るように付け替えることなり、遺跡の

一部である 500だ ほどがその区域に入 り、発掘調査する

こととなつた。

1989年 (平成元)年 4月 20日 付け企地第 4-37号 で、

山梨県公営企業管理者 より文化財保護法第 57条 の 3に

よる周知の埋蔵文化財包蔵地における土木工事等の届出

が山梨県教育長あてに提出され、同年 5月 10日 付け教

文第 5-8号 で県教育長から山梨県公営企業管理者に対

して発掘調査の指示がなされた。県企業局では、付け替

えられた林道が高根町に移管されるため、その発掘調査

を高根町に依頼す ることとし、同年 5月 29日 付 けで、

山梨県公営企業管理者から高根町教育委員会に文書で依

頼 した。高根町教育委員会では、文化財保護法第 98条

の 2に よる発掘調査の通知を同年 5月 26日 付け高教発

第 81-6号で文化庁長官あてに提出した。

調査は、 同年 6月 1日 か ら7月 20日 イこか |す て実施 さ

れた。調査終了後、遺失物法第 13条 に基づ く埋蔵物発

見届を長坂警察署長宛に 1990(平成 2)年 1月 10日 に

提出した。

第 2節 発掘調査の方法
発掘調査は、樹木を伐採 した後に、表土から人力によ

る掘 り下げ作業を行つた。出土した遺物をポ リ袋に収納

し、出土位置の測量のために出土位置に竹串で刺 して、

山状に掘 り残 して、周囲をさらに掘 り進んだ。遺物は厚

さ 20 cmほ どの黒色土中か ら出土し、安山岩傑を多 く含

む黄褐色の土層中から集中して出土した。遺物の出土が

希薄 遊なつてから 30 cmほ どの基盤層の硬質テフラ層 (ス

コリア)の深度まで掘 り下げ、最終的な掘 り下げ深度は

深いところで地表下 lmほ どであつた。

遺物包含層は第 3章の河西学氏によるテフラ分析の項

で詳述するように、硬質テフラ層 (ス コリア)および岩

屑流堆積物を基盤 とし、その上を直接覆つてお り、それ

らの風化物 と風性細屑物 とが混ざり合つて形成 されたと

思われ る黄褐色の土層で、安山岩礫 を多 く含み、厚 さ

30～ 50 clllと 薄い。

出土した遺物は、光波測距儀 と小型コンピューターに

よる トータルステーションで全点出土位置を記録 した。

第 2章 遺跡の周辺環境

第 1節 周辺の遺跡
丘の公園第 1遺跡は、北杜市高根町清里宇念場原 3545

番地に所在する。本遺跡のある丘の公園地内では、旧石器

時代を中心とし面積が 12,000ピ にもおよぶ丘の公園第 1遺

跡、面積 2,000ポほどで 800ポが発掘調査された旧石器時

代を中心とする丘の公園第 2遺跡、縄文時代の土器片など

が確認された丘の公園第 3遺跡、焼土遺構を検出した丘の

公園第 4遺跡、縄文時代の陥し穴を中心とした 25,000だ も

の面積をもち1,100ポが発掘調査された丘の公園第 5遺跡、

縄文時代草創期の尖頭器を中心とする丘の公園第 6遺跡、

炭焼き遺構が調査された丘の公園第 7遺跡、縄文時代草創

期の尖頭器を中心とする丘の公園 14番ホール遺跡がある。

」R小海線より北側の地域く 月可荘分譲地の清里の森第 1

遺跡で縄文時代中期の住居跡が発掘調査され、道路工事に

伴い縄文時代の陥し穴などが検出された清里バイパス第 1・

2遺跡が発掘調査されている。美森山遺跡では尖頭器が表

採されている。

このほかの遺跡では、縄文時代は押型文期以降の遺物
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第 1図  丘の公園第 1遺跡周辺の遺跡分布

が確認 されてお り、弥生時代、古墳時代初頭、平安時代、

中世の遺物が採集 された遺跡があり、中世末の五輪塔群

がある仁王屋敷遺跡などが調査されている。旧石器時代

の遺跡については、念場原では丘の公園遺跡群以外に確

認 されていないが、県境を挟んで北東方には細石刃が列

島で最初に確認 され国指定史跡 となった矢出川遺跡など

のある野辺山原の遺跡群がある。

第 2節 遺跡周辺の地形
丘の公園第 1遺跡は、標高 1,234mの 北杜市高根町清

里宇念場原に所在する。念場原は、山梨県の北西部、人

ヶ岳の南東麓に位置する、南北 5.5km、 東西 2.5km

ほどの火山麓扇状地である。東縁から南縁にかけて大門

川が、西縁を川俣川がめぐり、両河川の下刻による最大

50mほ どの崖線で区画 されている。基盤には礫層があ

り、その上を厚いローム層が覆 う。ローム層中には御岳

第 1軽石 Pm一 Iな どを挟在させている。

,
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第 2図 念場原の地形概念図 (『丘の公園第 2遺跡』より転載 )



1986(昭和 61)年の調査では、348箇所の試

掘坑を設定 し掘 り下げ、その うち 76箇所から

旧石器時代 と思われる石器や剥片が出土 した。

遺物分布は、舌状地形の南端から平坦面、小高

い丘状地形の全体にわたつている。特に、平坦

面中央東側 と、小高い丘状地形の中央に濃い遺

物の分布がみられる。試掘調査での出土総数は

203点 で、その内訳はすイフ形石器 5点、槍先

形尖頭器 4点、彫器 5点、楔形石器 1点、削器

1点、 2次加工のある融1片 7点、石核 1点、談1

片 179点である。剥片はほとんどが石刃を含む

縦長剥片であるが、少量ながら打面調整剥片や

稜形成剥片等の石核調整談1片や槍先形尖頭器製

作時に出たと思われるポイン ト・フレイクも含

む。

第 3図 丘の公園第 1遺跡、1986年範囲確認調査試掘坑
配置状況および遺跡推定範囲と発掘調査区位置図 (S=1/300①

丘の公園第 1遺跡のある地点のすぐ北側を JR小海線

が北東一南西方向に念場原を横断するが、これを境に北

側 と南側では地形が変わる。北側では平坦な扇状地面が

みられ、表面に礫層が露出し、ローム層は島状に分布 し

ている。南側では厚いローム層の乗る台地状の平坦面が

南北方向に帯状に分布 し、帯状の台地の間に谷底平地が

あり、両者が南北方向に幾筋も配列 して起伏に富んだ地

形 となっている。丘の公園第 1遺跡は地形の変換点近 く

に立地 している (第 1・ 2図 )。

丘の公園第 1遺跡は、1986(昭和 61)年の試掘調査によ

り、南北約 200m。 東西 30～ 150mで、面積約 12,000ポ

にもおよぶ巨大遺跡であることが確認された (第 3図 )。 遺

跡の東側に測 ||が あり、それによつて開析された急斜面が南

北に続く。遺跡の中央には平坦地があり、南側は東西に連

なる小高い丘状の地形となっている。 さらに南側は 100血ほ

ど緩傾斜面が続く。遺跡西側では、河サ||に より開析された

と思われる急斜面があり、中央の平坦地の西側では、南西

方向に開口する緩傾斜の小浅谷がみられる。遺跡北側は北

より伸びる舌状の地形となつている。

□
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遺物出土坑
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今回の調査区は遺跡の北端にあた り、北から

伸びる舌状地形上に位置 し、舌状地形を横断す

るように設定された。
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第 3章 丘の公園第 1遺跡資料のテ

フラ分析

帝京大学山梨文化財絣究所 河西 学

¬.は じめに
本遺跡は、人ヶ岳南東麓に広がる火山麓扇状地上に位

置 している。遺跡西部には川俣川が、約 100mの 急崖を

形成 して南流する。本地域は、人ヶ岳の山体崩壊で生 じ

た韮崎岩屑流の厚い堆積物に、火山麓扇状地性礫層が堆

積 し、さらに約 7～ 9万年前の御岳第 1軽石 Pm― I(小

林ほか、1967)以降の風成火山灰が厚 く堆積 している。

遺跡の付近は、火山麓扇状地がその上を流れる小河川

に開析 され′、尾根部 と谷部 とが明瞭になる扇央上部に位

置する。遺跡内で遺物の出土するのは、尾根部の範囲で

ある。遺跡より南につづく尾根部には厚い褐色風化火山

灰層が堆積 している。 しかし遺跡内には褐色風化火山灰

層の堆積は見られず、遺物包含層は基盤の硬質テフラ層

(ス コリア)お よび岩屑流堆積物 (あ るいは礫層)を直

接おおつている。また、遺跡東側には南流する小河川に

向かつて東傾斜の斜面が形成 されている。この斜面上部

付近に設定 された深掘 リトレンチでは、地表下約 2.4m

以下に礫層が分布 し、その上位に約 1.8mの 褐色風化火

山灰層が一部に 5 cmの 砂の薄層を挟在 して堆積 してい

る。地表付近では、厚 さ約 08mの 黒褐色～黒色土が堆

積 し′ているcこれ らの谷埋め堆積物中から指標テフラを

検出することで堆積物の時代および谷の堆積について考

えてみたい。

2.試料 日分析法
試料は、遺跡東側の小河川に面 した斜面に設定された

トレンチ北壁において採取 された 24点 である。また尾

根部に分布する基盤中の硬質スコリア層から2試料採取

した。

試料は、湿ったまま約 20gを仲量後、水を加え超音

波装置を用いて分散 をはか り、分析飾 (♯ 250)で受

けなが ら泥分を除去する。乾燥後、分析舗 (♯ 60、 ♯

250)を 用いて 〉1/4nlmお よび 1/4mm～ 1/16鰤 の粒径組

成を算出する。なお分析に用いた試料の乾燥重量は、別

に同一試料約 5～ 10gを 秤量 ビンにとり袢量後、乾燥

機で 105℃、 5時間放置 して得 られた乾燥重量から算出

する。鉱物粒子の観察は、1/4mm～ 1/16rrlnlの 粒径砂 を

スライ ドグラスに封入 し偏光顕微鏡下で行 う。試料ごと

に火山ガラス・軽鉱物 。重鉱物の合計が 300粒以上、ま

た風化物 。その他の粒子を含めた合計が 500粒以上にな

るように計算する。火山ガラスの形態分類は遠藤・鈴木

(1980)の 方法に従い、細粒結晶を包有するF型火山ガ

ラスは F´ 型 とする。屈折率の測定は新井 (1972)の

方法に従つた。

3.分析結果
偏光顕微鏡下での計数結果を第 1表 に示す。これをも

とに粒径組成、火山ガラス・軽鉱物・重鉱物組成、形態

別の火山ガラス含有量および重鉱物組成を第 1図 に示

す。なお形態別火山ガラス含有率は、試料単位重量当た

りの 1/4mm～ 1/16mm粒 径の火山ガラスの割合で表示 し

た (注 1)。 また屈折率測定値を第 2表に示す。

トレンチ地点

粒径組成における 1/4mm～ 1/16mm砂分は33～ 94%、

〉1/4mm砂分は 1.4～ 6.0%と 極めて低率であ り、特に

上部の黒褐～黒色土 Nos,0～ 5では砂分が少ない。肉眼

観察で砂質部 とした層位において砂分が少ないのは、砂

粒子の うち風化の進行 した粒子がテフラの洗い出し過程

で分解 したためと考えられる。

火 山ガ ラス・軽・重鉱物組成 では、火 山ガ ラスが

No,17と No 13で 52%の 極大値 をとり上方に漸減傾 向

を示す。 これに対 して重鉱物は No.22で 37%の 小 さな

極大値を溢りNos,9～ 20で は 20%台 の低率で、上部の

Nos,0～ 6では 46～ 54%の 高率を示す。

形態別の火山ガラス含有率では、A・ A´ 型が多 く含

まれ、CoB・ F型がわずかに検出される。A型は、No 18

(0,62%)、 および Nos.12～ 13(0,74%)で極大値を示

し上方に漸減する。Aイ 型は、No.17(1.28%)と No.12

(1.32%)の 極大を示 しNo.9か ら上方に急減する。C

型は、No.18(0.47%)と No.10(0.51%)と にわずか

な極大をもつ。B型が005～ 0,33%、 F型 は0.05～ 0.37%

とわずかに検出される。No.17と No.12において A・ A´

型を主≧した火山ガラスは主要 レンジ 1.499～ 1.500あ

るいはモー ド1.500を 示す こと (第 2表)か ら 2,1～

2.2万年前に噴出 した姶良 Tn火 山灰 AT(町 田 。新井、

1976)の火山ガラスであることが明らかである。

重鉱物組成は、斜方輝石・不透明鉱物・単斜輝石から

主として構成 されこれに角閃石・カンラン石が少量伴 う。

斜方輝石は、No.15(57%)と No.11(54%)で極大値

をとり、上方に漸減傾向を示す。不透明鉱物は、No 21

(46%)と No.8(51%)で極大値をとり、全体的に上部

に多 く含まれ る傾向がある。単斜輝石は 4～ 18%、 角

閃石は 2～ 11%、 カンラン石は 0～ 7%の値をそれぞれ

示す。



スコリア試料

遺跡の高ま り部は塊状の硬質火山砕屑物からなる。安

山岩角礫を含む岩肩流状堆積層の上部には赤～赤褐色ス

コリアとその 10 cm上位には厚 さ 10 cmの黄褐色スコリア

とが存在する (第 2図 )。 赤褐色スコリアはふるいわけ

が良好ではなく最大粒軽 16mmと 粗粒で連続 して分布す

る。上位の黄褐色スコリアは粗粒砂大で最大粒径 6mm、

レンズ状の分布で連続性にかける。両者 とも発泡が不良

でよくしまったスコリアである。

No.24は、〉1/4Hl14粒径粒 子 が 34%を 占め、1/4mm～

1/16mm粒 径粒子は 9%で ある。 1/4mm～ 1/16mm粒子の

火山ガラス・軽 。重鉱物組成では重鉱物が 93%を 占める。

重鉱物組成では、

斜方輝石 (41%)・ 単斜輝石 (31%)・ 不透明鉱物 (20%)

か ら主 としてな り、角閃石 (5%)。 カンラン石 (3%)

がわずかに伴 う。

No.25は 、〉1/4Hlm粒径粒子が 60%と かなり粗粒であり、

1/4■ lm～ 1/16mm粒径粒子は 13%と わずかである。1/4mm

～ 1/16mm粒 子の火山ガラス・軽・重鉱物組成では重鉱

物が 98%と ほとんどを占める。重鉱物組成では、単斜

輝石 (40%)・ カンラン石 (28%)・ 不透明鉱物 (18%)・

斜方輝石 (14%)か らなる。

本遺跡の南方約 350m下流に位置する丘の公園第 5遺

跡の斜面においてよくしまった褐色スコリアが検出され

ている。このスコリアの鉱物組成 (注 2)は、カンラン

石・単斜輝石が多く、斜方輝石・不透明鉱物を伴 う点で

本遺跡の No.25と 類似性が高 く、対比される可能性が強

い。人ヶ岳噴出物 と推定されるこれ ら玄武岩質スコリア

は、上部～最上部広瀬 ローム層中のカンラン石 と両輝石

の含有で特徴づけられるスコリア質テフラ (人 ヶ岳団体

研究グループ、1988)に相当する。

4.考察
本遺跡での遺物 とテフラ

遺物および遺構の検出は黒褐色土中および上部の褐色

土層中に検出されている。分析結果からこれ ら遺物層準

は ATよ りも上位であることから 21～ 2.2万年前より

も新 しいことがわかる。また 1.3～ 1.4万年前の UG(山

崎、1987)は B・ C型火 山ガ ラスで特徴づ けられ るが、

これ らの火山ガラスは トレンチで全層準で検出され、と

くに C型は A・ A´ 型 と類似 した増減を示すので ATの火

山ガラスの一部 と考えられ ることなどか らUG層 準を特

定できない。

ATの 降灰 と谷の埋積

この トレンチでの斜面堆積物は安山岩質岩片を多く含

み砂質であることから二次堆積物 と考えられる。また A・

A´ 型火 山ガラスは、Nos.12～ 13と Nos.17～ 18付近

に小規模な含有率の極大をもつが、これ らの極大が顕著

な急増を伴わず、下位においてもある程度の火山ガラス

を保有することか ら今回検出された火山ガラスの多 くは

二次堆積 したものとみなすことができる。 したがつて ト

レンチ下部の礫層は AT降灰以降に形成 された可能性が

あり、谷の埋積は AT以降であると推定される。

本遺跡西方の道路切 り通 し断面での ATは、角礫を含

む岩暦流堆積層に不整合で堆積 している。また丘の公園

第 6遺跡東方の ATは砂層の上位に堆積 している。 これ

らのことか ら念場原地域では AT降灰以前に侵食期が存

在 し、岩層流堆積層が削られて谷地形が形成 された。 こ

の谷の埋積は AT降灰直前に丘の公園第 6遺跡東のよう

にすでに開始 されていて、本遺跡西方では AT降灰期に

斜面が安定 して堆積が可能 となったと思われる。本遺跡

トレンチ地点の谷部でもおそらく同時期かあるいはやや

おそ く埋積が開始 された と考えられ る。本遺跡の尾根

部では黒色土が直接岩層流堆積物や硬質スコリア層をお

おつていることから、尾根部での削設1作用は黒色土堆積

直前まで継続 していた可能性がある。

(脱稿 1991.3.11)

注 1 形態 x型の火山ガラスの含有率 Axは 、

Ax(%)=(C/B)× (Ex/D)× 100

で算出される。ただ し、

B:試料の乾燥重量 (g)

C:1/4mm～ 1/16111n粒径砂分の重量 (g)

D:計数 した 1/4mm～ 1/16alm粒 径粒子の総数

Ex:計数 した x型火山ガラスの粒数

注 2 粉砕 したスコリア粒子の重鉱物組成はスコリア上

部で単斜輝石 42%、 カンラン石 34%、 斜方輝石

13%、 不透明鉱物 11%で、下部で単斜輝石 34%、

斜方輝石 25%、 カ ンラン石 24%、 不透 明鉱物

16%である (河西学、1990)。
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第 4図  スコリア試料採取位置

第 1表 丘の公園第 1遺跡 試料の計数鉱物粒数 (+は計数以外の検出を示す)

第 2表 火山ガラス屈折率測定値

火山ガラスの特徴
地 点 試料 屈折率 (主要 レンジ 。モー ド) 女寸,ヒ

色調 形態

試料番号 3 (o5 (o6 N()S 9 oヽ ll to 2と

A 無 色 4 8 11 12 3( 1 I

A 褐色

A' 無色 5 1 2( 17 7,

A'褐 色 l 1 1 1

3 無色 21 17 t 7 7 6 1 4 14 2彦

B 掲色 l I

C 無 色 1 11 14 4 1 2〔 19 13 1 4

C 掲色 2 | I 1 1

C 禄褐色

D 無色 1 1 5 2 3 7 2 3 2 1 1 3 3 1

E 無色 4

F 無色 4 39 2〔 3 19 1 1 16 l] 8 15 17 2〔 3〔 3

F 褐 色 1 2 I I と 1 2 2 1

「  緑掲色 1

F' 無色 1 8 3 1 3 1 2 1 1 1 8 1 1 3 1

F' 掲色 8 4 1 2 1

F' 緑褐色 2

石 英 l 17 16 15 2( 11 16 12 7 10 2( 14 12 12 1 1 2 |

石英 β型 | 1

長石 51 34 4〔 111 7 I

カンラン石 I 2 l 3 2 ] l | 3 2 6

カンラン石赤色 1 1 1 2 2 1 2 1 1 4 2

斜方輝石 7(

両輝石平行連晶 1

革斜輝石 27 9 19 13 11 11 14 3 14 1 14

角閃石 5 6 6 7 5 5 4 8 3 8 7 5 9 7 7 1 10

酸化角閃石 l 2 l 〕 2

緑簾石 1 1

ジルコン 1

不透明鉱物 8ι 77 6と 2( 判 塞 88

黒雲母 2 2 1 3 1 1 3 1 1 2 5 6 1 2

緑泥石 1 1

その他 151

合 計 51

第 1ト レンチ  No.12

第 1ト レンチ  No 17

無色  バブル ウォール型 (A・ A'型 )1.498～

無色  バブル ウォール型 (A・ A'型 )1.498～

1.501(1499～ 1.500)AT

l.502(1.500)    AT
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第 4章 発見 された遺物

第 1節 旧石器時代

1.石器

ナイフ形石器 (第 6～ 8図 )

ナイフ形石器は全部で 22点 出土 した。形態は大きく

分けて二側辺加工のもの、一側辺加工のもの、部分加工

のもの、基部加工のものに大別 される。

476は 二側辺加工、基部はあま り尖ってはお らず、や

や丸まっている感 じがある。打点方向は基部側にあ り、

背面の剥離もほぼ同一方向であるЭ右側辺の一部に未力日

工部分がある。482は 二側辺加工で、基部は欠損 してい

る。基部側に打点があり、背面の一次剥離も同一方向で

ある。背面の下半中央に 2次加工的な剥離が見られる。

530は二側辺加工、基部先端には調整加工は施 されて

いない。先端部側に打点があり、背面の設I離 も同一方向

である。打点は折 り取 られたため欠損 し、その後刃潰 し

加工が施 されている。背面の一部に自然面を残 している。

670は二側辺加工、基部は欠損 している。打撃方向はは

先端部側にあり、打点は加工により欠落 している。背面

の剥離方向もほぼ同一方向である。左側辺の未加工部に

は微細な剥離痕が見られる。

628は二側辺加工で、基部の先端にわずかに未加工部が

ある。小形で幾何形をしている。基部側に打撃方向があるが、

打点は欠損している。背面の剥離方向も同一である。一部

に自然面を残している。4781よ二側辺加工である。

520は二側辺加工で、先端側の約半分が欠損 している。

基部側から打撃されているが、打点は欠損 している。背

面の剥離 も同一方向である。179は二側辺加工で、先端

部は欠損 している。小形で幾何形をしている。先端部側

に打撃方向があり、背面の剥離も同一方向である。打点

は欠損 している。基部は尖っている。

534は部分加工で、大きめの剥片の右側辺上半に加工

を施 しているだけである。先端部は欠損 している。基部

側に打点を持ち、打面・打点 とも残 されている。打面は

複承1離打面である。背面の剥離方向も同一である。533

は一側辺加工で、左側辺に刃潰 し加工が施 されている。

打撃方向は先端部側からであり、折れにより打点が欠損

している。背面は全面に自然面が残 されている。44は

部分加工で、刃部は石器の軸 と直行 している。打撃方向

は左側で、背面の剥離も同一方向である。打点は欠損 し

ている。以上が黒曜石製のサイフ形石器である。

555は二側辺加工で、基部は欠損 している。打撃方向

は先端部側か らで、打点は欠損 している。背面の剥離

方向も同一である。背面の一部に自然面を残 している。

551は部分加工で、左側辺の先端部 と基部に加工が施 さ

れている。基部は欠損 している。打撃方向は基部側から

で、打面・打点は欠損 している。背面も同一方向から剥

離されている。

529は一側辺加工で左側辺に加工が施 されている①先

端部は欠損 している。打撃方向は基部側からで、背面の

乗1離 も同一方向である。背面の一部に自然面を残 してい

る。490は一側辺加工と思われる。基部の大半が欠損 し

ている。打撃方向は基部側からである。

527は基部加工、先端部は欠損 し衝撃剥離が見られる。

両側辺が平行する形の良い石刃を素材 としている。打

撃方向は基部側からで、背面も同一方向から剥離されて

いる。打面は加工されているが、打点は残 されている。

110は部分加工で、左側辺の先端部に加工が施 されてい

る。打撃方向は基部側からで、背面の設1離も同一方向で

ある。打面・打点が残 り、打面は複剥離打面である。背

面の一部に自然面が残っている。

528は部分加工と思われる。左側辺の先端部に加工が

ある。基部側の大半は欠損 している。打撃方向は先端部

側か らであ り、背面の剥離 も同一方向である。71は基

部加工で、基部の末端の一部に加工を施 している。先端

部側の大半は欠損 している。打撃方向は先端部側からで

あるが、背面は左右から剥離 されている。背面の一部に

自然面を残 している。503は先端部 と基部が欠損 してい

る。左側辺に加工が見られる。設1離方向は先端部側 と考

えられ、背面の剥離方向も同一である。以上が水晶製の

ナイフ形石器である。

367は先端部に部分加工を施 している。基部は談1片素

材そのままで、剥片の末端形状はアーチ状になつている。

打撃方向は先端部側からで、加工により打面・打点とも

欠損 している①一部に自然面を残 している。522は先端

部の破片である。左側辺に加工が見 られる。素材剥片の

設1離方向は不明である。以上はチャー ト製のナイフ形石

器である。

彫 器 (第 9。 11図 )

彫器は 8点出土 している。625は縦長承1片 の上下端に

樋状剥離を施 し、彫刀面を作 り出している。右側辺上半

にも二次加工が施 されている。チャー ト製である。421

は黒曜石製で打面部を折断 し、右側辺の打面方向から彫

刀面を作 り出している。主剥離面と背面の剥離方向は同

一である。左狽1辺や基部に自然面を残 している。2621ま

チャー ト製で剥片端部側に彫刀面を作 り出している。背

面の剥離方向も同一であるが、基部側に二次加工的な設‖

離が施 されている。

198は石刃を素材 とし、その端部側を折 り、端部側か



ら側辺に彫刀面を作 り出している。基部側に打面 。打点

があ り、打面は複素1離打面である。15は先端部の両側

辺に彫刀面を作 り出している。 7は彫器の削片あるいは

楔形石器の削片と考えられる。黒曜石製である。

削 器 (第 10。 11図 )

削器は 3点 出土 している。5411ま右側辺に調整加工を

施 し刃部 としている。加工は背面側からの片刃である。

素材は表裏両面に自然面を残 しているので石核石器で、

その約半分が欠損 している。玉髄製である。572は水晶

製で、右側辺に調整加工を施 し刃部としている。背面側

の剥離で片刃である。541と 同様に石核石器である。背

面の一部に自然面が残つている。

楔形石器 (第 10。 H図 )

楔形石器は 7点 出土 している。60は 黒曜石製で、剥

片の上下から対向するように剥離 されている。2112は

黒曜石製で、剥片の側辺方向から剥離 されている。438

は黒曜石製で、下半部は折 られている。583は黒曜石製

で、剥片の上下から剥離 されている。背面の一部に自然

面を残す。

292は黒曜石製で、上下から剥離 されている。左側が

折れにより欠損 している。表裏両面に自然面を残 してい

るので、石核石器である。326は黒曜石製で、下半が折

れにより欠損 している。74は チャー ト製で、上下方向

から剥離が施 されている。292も 同様に石核石器である。

2次加工のある剥片 〔RF〕 (第 11・ 12・ 14図 )

剥片のある一部に、剥離の幅が 5n4111で、複数枚以上連

続 して剥離 されているものを 2次加工のある剥片 (以下

RFと 略す)と した。全部で 12点出土している。638・

519。 189は チ ャー ト、484・ 352・ 112・ 462は 黒 曜石、

517は水晶、483は玉髄、457は弱瑞、464は珪質頁岩で

ある。承1片 の側辺部や端部などに 2次加工が見られるが、

ほとんどが背面側に加工が施 されているが、519は主乗1

離面側に加工が施 されている。484・ 457は 石刃に近い

縦長剥片であるが、それ以外は様々な形をした剥片を素

材 としている。

使用痕のある剥片 〔UF〕 (第 15図 )

使用痕のある剥片 (以下UFと 略す)は 1点 出土 して

いる。621はチャー トの石刃を素材 とし、右側辺に光沢

部をもつ。打面側を端部側の両方を折 られている。

微細剥離痕のある剥片 〔MF〕 (第 13,15図 )

剥離の幅が 5 11ull以 下で、それが単発か数枚程度認めら

れる剥片を微細剥離のある素1片 とした。67点 出土 して

いる。617はチャー ト製で、右側辺の打面側に微細剥離

痕が認められる。素材は縦長剥片で、打面は頭部調整が

行われている。311はチャー ト製で、左側辺の中央に微

細剥離痕が見 られる。不整形な縦長剥片である。57は

石刃の打面側・端部側両方を折 り、左側辺上端に微細剥

離痕が見 られる。黒曜石製である。561は水晶の縦長剥

片の左側辺部に微細矛1離痕が見られる。背面に一部 自然

面を残 している。365は大きめの石刃の主設1離面側に微

細剥離が確認できる。チャー ト製である。359はやや不

整形な石刃に 3ヶ 所微細最1離痕が認められる。チャー ト

製である。66は打面側を欠損 したチャー ト製の石刃の

右側辺に微細剥離痕が見られる。剥片端部はアーチ状と

な り、背面の一部に自然面を残 している。233は石刃の

打面側・端部側を折 り、端部側の折れ面に微細歌1離痕が

見 られる。チャー ト製である。

石 刃 (第 13～ 18図 )

石刃は 38点 出土し、その うち 36点 図化 した。折 り取

られているものが多 く、打点側が折 り取 られているも

の 10′く、端部側が折 り取られているもの 13点、打フ点と

端部が折 り取 られているもの 8点である。また、二次加

工の調整剥離があるもの (567・ 517。 481'365・ 452・

449・ 279)、 微 細 剥 離 痕 が あ る もの (561,359・ 66・

233)、 使用痕のあるもの (621)も 見 られる。60 mmを 超

えるものは少なく、おおよそ 25～ 50 11ulの ものが多い。

チャー ト・珪質買岩のものは黒曜石・水晶と比べ長い

ものが多い。

石 核 (第 19。 20図 )

石核は 10点 出土 し、その内 8点図示 した。646は珪

質頁岩の大きな石核であり、表裏では打点方向の転換が

認められる。表面の剥離痕は剥片末端が階段状になって

お り、その剥離が最終のものと考えられる。表面には自

然面が残 されている。543は水晶で、六角柱の結晶面が

多く見 られる。歌」離方向は様々であり、石刃石核 とは考

えられない。

188は チャー トで、横長の石核である。打面・景1離面

以外ほとんど自然面を残 している。表面に左右に連続 し

た剥離痕が見 られ、やや幅広の剥片がま1離 されたと考え

られる。 185はチャー トで、狭い小 口面を剥離作業面に

している。188と 同様にやや幅広の剥片が剥離 されたと

考えられる。打面・剥離作業面以外は自然面を多く残 し

ている。

425は裏面に大きな剥離痕があり、その後上方向から

の小さな剥離痕が認められる。表面は自然面で、黒曜石

である。6491よ黒曜石で、小 口面を打面 とし、乗1離を行

つているが、打面が欠損 している。右側面から裏面にか

けて自然面が残 されている。394は黒曜石で、表面の斜

め方向から剥片を剥離 している。この石核での乗1離はそ

の 1回だけと考えられ、それ以外の設1離面は見られない
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第3表 1日 石器遺物観察表

515は黒曜石で、表面は主に上方向か ら、裏面は上下

方向から剥離 している。裏面側から剥離作業をし、残 さ

れている打面を作 り、表面の剥離で終了している。表面

の剥離は階段状になつている。短めの縦長剥片が談1離 さ

れている①一部側面方向からも剥離 している。

剥 片・砕 片・破砕片

剥片は 353点 、砕片は 7′点、破砕片は 3点 出土してい

る。図示はしなかった。第 3表参照。

分割原石

分割原石は 6点出土 している。図示は しなかった。接

合資料が 2個体ある。全て TSHGを原産地 とす る黒曜石

で、表面の状態が同じと考えられるので、同一の母岩の

ものと考えられる。



2.石器群の分布

旧石器遺物の分布は、調査区の北東側に空白部がある

が、そこ以外に広く分布 している。その中で、調査区中

央と南東側に遺物の集中分布がいくつか見 られる。立面

図を見ると、調査区北側が高いことが分かる。中でも、

調査区中央北側が一番高くなっている。

残念なことに調査区の地形図が残されていないのでく遺

物分布から地形を復元してみる。第 21図を見る≧、全体の

遺物分布の立面図から、北側の方が高く、南に行くにつれ低

くなつていく。中でも北側の中央が一番高く、そこから放射

状に低くなっているようである。そこで、もう少し詳細な等

高線の復元を試みる。標高の 10 cm毎 に出土した遺物分布か

ら、その北端の遺物を結んだ線を上位の等高線とした (例え

ば 1200.Om～ 1200.lm間 の遺物分布で、北側の遺物点を

結んだ線を 1200.lmと した)。 復元した地形図は第 22図の

ようになる。その特徴は、

① R 15～ 22が最も高く、調査区の南側にかけて放

射状に傾斜 している。

②調査区西側の方が、東側より傾斜が緩やか。

③左上 (L4)周 辺・ 中央上 (P15～ 19)周 辺・

中央下 (F15)周辺・右下 (E26)周辺にやや平

坦な面がある。

遺物の分布状況 と合わせ ると第 23図 になる。遺物が

広く分布 している調査区西側が緩やかな傾斜になつてい

る。また、一部例外はあるが、平坦な面に遺物が多く分

布する傾向がある。

全体の遺物分布 を石器の器種別 に表示 したものが第

24図 である。次に各器種ごとに分布を見ていく。

ナイフ形石器 (第 25図 )

ナイフ形石器は調査区南側に広 く分布 し、その中でも

南東側に多い。黒曜石製のものが広 く分布するのに封 し、

水晶製のものは調査区東側に多く分布する。

彫 器 (第 26図 )

調査区中央から南西側に分布する。特に集中する箇所

は認められない。

削 器 (第 27図 )

3点だけで調査区中央に分布するが、散漫な状態であ

る。

楔形石器 (第 28図 )

調査区中央か ら北西側に広 く分布する。特に集中する

箇所は見られない。ほとんどが黒曜石製である。

2次加工のある剥片 〔RF〕 (第 30図 )

調査区中央南側に分布するが、特に集中する箇所は認

められない。玉髄・弱瑞・ トロ トロ石など希少な石材が

ある。

使用痕のある剥片 〔UF〕 (第 30図 )

1点が調査区中央南側に分布 している。

微細剥離のある剥片 〔MF〕 (第 29図 )

調査区中央から西側に広く分布する。調査区中央やや

西よりに集中する傾向がある。黒曜石製のものとチ ャー

ト製のものの分布は重なるが、水晶製のものは少な く調

査区南東側に散漫分布する。

石 刃 (第 31図 )

石刃は調査区中央に広 く分布するが、特に集中す る箇

所は認められない。石材別に見ると、黒曜石製のものが

中央に広 く分布 し、チャー ト製のものが東側に広 く分布

し、水晶製のものが市東側にやや狭く分布 している。珪

質頁岩製のものは黒曜石製のものと分布が重なるが、そ

の範囲はやや狭い。ナイフ形石器 と比べると、それぞれ

の分布の薄いところにお互いが分布 しあうようである。

石 核 (第 32図 )

調査区の南側全体に広 く分布 している。特に集中する

箇所は見 られない。南東側に黒曜石製のものが多 く分布

する傾向がある。チャー ト製のものは中央にある。

剥 片 (第 33図 )

調査 区の北東側 を除き、全体に広 く分布す る。P16

周辺・K12周辺・D ll周辺・J18周 辺 。F26周辺の 5

箇所ほど分布が集中する箇所が認められる。また、黒曜

石のものは中央北側を中心に広 く分布 し、チャー トのも

のは南東側を中心に分布 し、水晶製のものは中央南側を

中心に分布する。

砕 片 (第 34図 )

調査区中央に広 く分布するが、数が少なく集 中箇所は

見 られない。

分割原石 (第 35図 )

調査区南西側に集中する。全て黒曜石で TSHG原産の

ものであり、同一母岩のものと考えられる。

以上、各器種の分布状況を見てきたが、MF・ 剥片 。分

割原石以外は、資料数の少なさもあり、調査区に広 く散

漫 し、集 中分布する箇所は見られない。 しか し、散漫な

分布状況でも、主要な器種であるナイフ形石器・彫器・

削器・楔形石器では、微妙に分布域がずれている。調査

区内での場の機能等を考える上では、考慮すべき点であ

ろう。

資料数の多い MF・ 剥片はいくつかの集 中分布す る箇

所が認められる。特に剥片の分布は遺物全体の分布 の基

本 となるものである。分割原石は資料数が少ないにもか

かわらず、集中分布が見 られ、独特な出土状況を示 して

いる。
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第22図 調査区地形推定図 (S=1/220)
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第 23図 石器分布および地形推定図 (S=1/220)
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3.接合資料

今回の調査で出土 した石器の中で、接合資料は 7点 と

少ない。接合関係の分布図は第 37図 である。

接合資料 1は、第 18図 に図示 したもので、縦長剥片

同士が接合 している。69の 折れている剥片が 8の背面

に接合 し、狭い小 口を打面とする連続剥離を示 している。

分布は 69が 調査区西側にあ り、 8は出上位置不明であ

る。

接合資料 2は、剥片 とMFが 接合 したものである。調

査区中央での接合関係で、MFが 西側に分布 している。

調査区中央で剥片剥離 した後、80の MFを 持ち出 した

のかもしれない。

接合資料 3・ 4は分割原石での接合である。両者 とも

石質が粗悪であるために、剥片剥離作業をしようとした

ら砕けてしまったような割れ方をしている。また、接合

資料同士も同一母岩 と考えられる。調査区南西側に集中

して分布 していお り、その場で一緒に分割されたのであ

ろう。

接合資料 5は接合資料 2と 同様に剥片とMFと の接合

である。調査区南東側に分布 し、MFは 剥片の西側に少

し離れて分布する。

接合資料 6。 7は剥片同士の接合で、遺物の分布は近

接 している。

接合資料の特徴は、剥片とMF≧ の接合が比較的多い

ことである。接合点数は少ない中、剥片とMFと い う組

み合わせ 2例ある。また、MFが 剥片の西側 に分布する

ことも共通の特徴である。単純に考えると、剥片のある

場所で剥片剥離作業をし、西側に使用行為のためMFを

持ち出しているとも考えられる。

4 石材および母岩別資料

出土 した旧石器遺物の石材は、黒 IIB石 235点、水晶

135点、チャー ト123点、珪質頁岩 27点、玉髄 3点、

碧玉 2点、泥岩 1点 、弱職 1点、 トロ トロ石 1点、不明

9点 の合計 537点 である。全体の石材別分布状況は第

38図 であり、各石材の分布は以下のをお りである。

黒曜石 (第 39図 )

調査区中央から西側かけて広 く分布する。P16周辺・

K12周辺・D9周辺 。」18周 辺 に分布が集 中す る箇所

が見られる。東側は散漫な分布である。

水 晶 (第 40図 )

調査区全体に広 く分布するが、南TRllに やや偏 つている。

」 18周 辺・F-26周辺に分布が集中する箇所が見 られる。

西側の分布は散漫的である。

チャー ト (第 41図 )

調査区の中央から西側にかけて広 く分布す るが、南東

側にも少 しだけ分布す る。EH周 辺・K12周辺に分布

が集中する箇所が見られる。

こ 別片
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珪質買岩 (第 42図)                  各原産地の母岩番号である。

調査区中央に分布す る。E26周辺 。I-18周 辺に分布

がやや集中する箇所が見 られるが、全体的に散漫な分布  母岩別資料

である。                        今回の調査で出土 した石材は、出土数の少ない碧玉 。

その他の石材 (第 43～ 45図)             玉髄・泥岩・ トロ トロ石・馬瑞は除き、139種類の母岩

碧玉 ≧トロ トロ石は調査 EXI中 央やや南側に分布する。  別資料に分類できた。

玉髄 と泥岩は調査区南東に分布する。馬瑞は調査区南西   石材別に見ると、黒曜石 63種類、水晶 13種類、チャ

に分布する。出土数の少ない石材は調査区の南側に分布  ― 卜45種類、珪質頁岩 18種類である。また、黒曜石を

する傾向があり、分布の集 中する箇所は見られない。   原産地別 に見ると、SllllD24種 類、WDTY l種類、TSTY 7

れ重養買、 TSHG 2れ三菱買、 NK 5お三菱買、 X017壷圭養買、 AGKT lお重奏貢

黒曜石原産地別資料                  である。

黒曜石について、原産地は後述する第 6章の原産地分   各母岩の特徴は第 4表を参照されたい。

析の結果から、諏訪星ヶ台群 (以下 SIVHD)、 和国鷹山群   チャー トについては、特徴により大分類 (1～ 3)・

(以下 WDTY)、 蓼科冷 山群 (以 下 TSTY)、 蓼科双子 山群  中分類 (A～ B)。 小分類 (a～ e)と くくれ るものが

(以下 TSHG)、 不明産地 1(以下 NK)、 不明産地 2(以下  あるので、それも表に示 した。後述の中に出てくるので

XO)、 天城柏峠群 (AGKT2)の 7ヶ 所に分類できる。     参照されたい。

内司Rは SWHD49,点、WDTY l′点、TSTY27′ 点、TSHG10′ 点、

NK29点、X094点、ACKT2・ 2点である。全体の産地別分

布状況は第 46図 のとお りである。以下、各産地の分布

状況を見ていく。

SWHD (第 47図 )

調査区中央に広 く分布するが、特に南側に偏る傾向が

ある。分布が集 中す る箇所は、」27周辺に少 し見 られ

るが、全体的に見 られず、散漫な分布 といえる。

ЮTY(第 48図 )

調査区南東に 1点見られる。

TSTY(第 49図 )

調査区中央やや東 よりに分布する。L12周 辺にやや

集中するようだが、全体的に散漫な分布 ≧いえる。

TSHC(第 50図 )

調査区南西にまとまって分布する。 1点のみ調査区中

央から出土している。他の原産地 と比べ分布のまとまり

がはつきりしている。

NK(第 51図 )

調査区中央から西側にかけて広 く分布する。分布の集

中する箇所は見 られず、散漫な分布をしている。やや北

側に偏る傾向がある。

XO(第 52図 )

調査区中央から西側にかけて広 く分布するし、北側に

偏る傾 向がある。P16周辺・L14周辺に分布の集 中す

る箇所が見られる。

ACKT2(第 53図 )

調査区中央北側に 2点分布する。

第 54～ 61図 には、黒曜石原産地毎とチャー ト・水晶・

珪質頁岩の母岩別分布を図示 した。付 されている番号は



第4表 母岩分類表

石十 剛
名

『る
山培

町

懸 晟岩の特 lk 備考

黒
配

布

TST!

藤い灰色、光沢なし、表面に滑らかさがない とても細かいつがつぶ

西い灰 色 光沢な し 表面に滑らかさがない、とても細かいつぷつⅢ

やや澱い1帝灰色 光沢あり 色調がややマーブルになつている、縞あ
り (目■10ナ iitう )

水

品
参llB

あが全体的に入る、早色筋は他と比べやや疾い

十遊明 (透 明感あ り, 灰▼し白色 やや幅の広い黒色筋が入る、黒色
材が企体的に入る

卜盪明 (厖 明感あ り)、 灰乳白色 やや幅の広い黒色筋が入る、黒色
材が今体的に少 し入る

半透明 (透 明感あ り)、 灰乳白色、やや幅の広い黒色筋が入る、黒色

坊が全体的に多 く入る

半透明 (遊 明感あ り,、 灰手と口色、やや幅の広い票色筋が入る、色の

微妙な差 黒筋の右無 白筋の有無でlLと 分獅
1-単

卜透明 (透 明感あ り)、 灰乳白色、やや幅の広い黒色筋が入る、色の
1単

十透明 (透明感あ り) 灰乳白色、やや幅の広い黒色筋が入る、色の
1単

半楚朔 (透 明懸あ り, 灰▼し口色、やや幅の広い黒色筋が人る、色の

微妙な差 県筋の右無  白筋の布無で他 と分類
1-単

石 材
産 地 辟

と 母岩の特徴 備 考

チ

ャ

ー

ト

微妙な差 黒筋の有無 白筋の有無で他 と分類
1単

It透 明 (透明感あ り)、 灰子L口 色 やや幅の広い黒 色所が入る、この

牧妙なキ 黒筋の有無 白筋の右無で他と分類
ｗ早

十透明 (透明感あ り)、 灰乎L白 色、やや ilidの 広い黒 色筋が入る、色の

敬妙たキ 黒舗の吉無 白A・Iの有生で仙 ″介筍
「

単

半透明 (透明感あ り)、 灰手L白 色、やや幅の広い黒色筋が入る、色の
， 早

十透明 (透明感あり)、 灰乳白色 やや幅の広い黒色筋が入る、色の

「

革

半透 明 (透明感 あ り,、 灰 孝し白色、や や 幅 の 広 い 黒 邑 筋 が 入 る、 色の

llt妙な尭 黒筋の有無 白筋の有無で他と分垣
1単

半透明 (透明感あ り)、 灰手し白色、やや幅の広い黒色筋が入る、色の

微妙な≠ 早筋の有無  白筋の狛無で Il μ分類
1箪

18
半透明 (透明感あ り)、 灰茅し白色、やや幅の広い黒色筋が入る、色の

卜単

半透明 (透明感あり)、 灰乳白色、やや幅の広い黒色筋が入る、色の
l tH

十透明 (透明感あ り,、 灰ンし自色、やや幅の広い采 色筋が入 る この

微妙な差 黒筋の有熊 白筋の有無で他 と分類
「

年

21
半透明 (透明感あ り)、 灰乳 白色、やや幅の広い黒色筋が入る 邑の

微妙な丼 黒筋の有熊 白筋の有無で fl μ介箱
1壕

半透明 (透明感あ り)、 灰手し白色、やや幅の広い黒色筋が入る 色の
1単

半透明 (透明感あ り)、 黒灰 色,黒筋あ り、果灰 色が強い (1音 い)、

不明膜な黒筋あり やや幅広の黒筋全体白釘こやや多く入る 白筋多く入る

:rO明 (透明感あり,、 黒灰邑、黒筋あり、来灰色が強い (1音い,

不明瞭な黒筋少し人る 白筋やや多く入る

半透明 (透明感あ り)、 黒灰色、黒筋あ り、黒灰色が強い (暗 い)

不明瞭な黒筋全体的に入る 白筋少 し入る

半透明 (透明感あ り)、 黒灰色 黒筋あ り、黒灰色が強い い音い)

不明騰た黒鮎令体的に多 く人る 白鯨少 1フ 入る
2-A― d

27
半透明 (透明感あり)、 黒灰色、黒筋あり、黒灰色がやや強い 明瞭

半透 明 (透明感 あ り, 黒灰 色 、黒筋 あ り 黒 灰 EVLか や や ううい  小 明

rな黒筋あり 白筋多く入る

半透明 (透明感あ り,、 黒妖色、黒筋あ り、黒灰 色の強 PPJ、 黒筋の石
無 白筋の有煎で他 と分類

2-単

半透明 (透明感あ り) 黒灰色、黒筋あ り、黒灰色の強弱、黒筋の有
2-単

31
Ч4透 明 (彦明感あり)、 黒灰色、黒筋あり、黒灰色の強弱、黒筋の有 ヤ早

半透明 (0明感あり,、 黒灰色 黒筋あり 黒灰色のぢ員
"、

黒筋の看
無、白筋の右無で他と分類

2単

半透明 (透明感あり)、 黒仄色、黒筋あ り、黒灰 色の強

"、

黒筋の有
照 白筋の有無で仙 と分類

2-単

半透明 (透明感あり)、 黒灰色、黒筋あ り、黒灰 色の強 FP9 黒筋の有
2-単

半透明 (透明感あり)、 黒灰色、黒筋あり、黒灰色の強EPJ、 黒筋の有 一単

十透明 (LT明 感あり)、 黒灰色、黒筋あ り、黒灰色の強巧う、早筋の石

熙、白筋の有無で他 と分類
2単

半透明 (透 明感あり)、 黒灰色、黒筋あ り、黒灰色の強づう、黒筋の有
照 白筋の有無でtlと 分鞘

）早

半透明 (透 明感あり)、 黒灰色、黒筋あ り、黒灰色の強弱、黒筋の有
2-単

半透明 (透明感あり)、 黒灰色、黒筋あり、黒灰色の強弱、黒筋の有 2単

■透明 (透 明感あ り)、 黒灰色、*筋 あ り、果灰色の強・」「J、 黒筋の石

照 白筋の有無で他 と分授
2-単

十透明 (透明感あ り)、 黒灰色、黒筋あり、黒灰色の強癖]、 黒筋の rl

に 白航の有無で仙 と介拒
2-単

透明感なし、背灰色、短めの白筋あり、不明FFFな 黒筋少 し入る 手と自

珪

質

貢
岩
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第 2節 縄文時代            打石1点が出土した。

縄文時代の遺物は、土器 39点、石鏃 1点、凹石 2点    黒曜石の内、原産地が和田小深沢群 (WDKB)・ 和 田土

出土している。土器は全て縄文時代後期の堀之内式に属  屋橋北群 (WDTK)の もの (第 6章参照)については、 ど

するものである。外側にやや大きく広が り、口唇都直下  れも石器表面に強い光沢があり、風化の度合いが高 くな

に沈線を巡らす 口縁部片が 5点、沈線のみ・沈線 と縄文。 いと考えられ るため、旧石器時代の遺物ではなく縄文時

沈線 と隆線が施 されている胴部片が 20点 、無文の 14点   代以降のものと判断 した。図示はしていない。

である。石鏃は、無茎凹基の脚部片である。その他に火

第5表 縄文時代遺物観察表

日縁部破片、口縁部の内側が肥厚しており、刺突文をれす.

無 文



第 5章 旧石器時代の基礎分析

第 1節 ブロックの構造分析

1.ブロック構造分析の視点≧方法

ブロックについては、砂川遺跡の遺跡構造分析以来、

列島の旧石器時代集落の分析単位 として研究が進められ

てきた。ブロックとは、視覚的に区分できる石器・剥片

の集中分布であ り、本遺跡においても見い出す ことがで

きる。 しかし、単純に相互が分離できるような分布状況

を示 さない。

一見して観察できる点は、石器・剥片の分布の粗密の

差がある点と、高密度の分布部分が、分布の粗の部分や

空白部分に周辺を囲まれて島状に分布する点である。そ

こで、より客観的に分布を把握するために、方格法を用

いることとする。

方格の一辺を lmと した。 これ以下の方格では、分布

が比較的まばらなため、高密度分布区域が把握できなく

なる。また、これ以上の方格では高密度分布相互が近接

することにな り、分布相互の分離が困難 となる。

第 62図 が方格法による分布図である。その特徴を記

載すると、 5点以上の高密度の方格が団塊状の分布を示

し、 6ヶ 所の島状の区域が抽出できる。 この区域では、

4点以下の方格が周辺を取 り巻 くように分布 し、外側に

向かつて密度が粗になる傾向が見られる。まず、こうし

た分布をブロックとして区分する。

6ヶ 所のブロックは相互に隣接 し、方格が連続 してい

る。相互を分離する境界を、次のように区分 した。まず、

ブロック間にある最も密度の低い方格の列を見い出す。

次に、この連続する境界方格群の中に分布する石器・剥

片の帰属を決定する。その方法は、対峙するブロックの

中の最も近い位置にある石器・剥片からの距離を比較 し、

短い方のブロックに帰属 させる。

こうして区分 された 6ヶ 所のブロックとは別に、 4点

以下の方格によつて構成 される分布を認めることができ

る。 3～ 4点の方格が不連続に分布 し、その間を 1～ 2

点の方格が埋め、それ らが団塊状となってひ とつの空間

を占19tlし ている。方格相互が接 しているものと、 1～ 2

個の空 白の方格 をおいて接近 して分布するものとがあ

る。これ らを、「散漫分布域」と呼び、区分することとする。

散漫分布域をブロックとは別に認識、区分すると、ブ

ロックと接する空間の中に、ブロックから区分可能な空

間を認識できる。ブロック 3の南東部に 3～ 4点の方格

がブロックに中核 となっている 5点以上の方格から離れ

て分布する区域が認められる。ブロック相互を区分 した

のと同様な方法で両者を区分 した。

このようにして、散漫分布区域 5ヶ 所を区分 した。

さらにこの両者には組み入れ られない、点的な分布が

あり、これ らを単独分布 とする。 3点あるが、発掘境界

に接 して分布 してお り、未発掘部分にあるブロックない

しは散漫分布区域の一部である可能性 も考えられる。

ここで区分されたブロックや散漫分布 区域がいかなる

単位なのか、あくまで視覚的な単位であるため、別の分

析的な分布単位が重複ない しは隣接 して、結果的に集中

して見えるものなのかを見極める必要がある。特に、ブ

ロック 2・ 3付近が相互の分離にかな り苦労するところ

があり、複数の石器分布単位が複合ない しは重複 してい

る可能性も考えられる。

この分析には、砂川遺跡の分析法である母岩別資料や

接合資料の検討が必要である。石器・剥片を没個性的な

点 として見た場合の分布によるブロック区分から、いく

つかの属性別に分布を検討する。分布的のまとま りをな

すものは、まず石器石材別の分布である。 ここでは黒曜

石の産地分析を行つているので、黒曜石についてはさら

に産地別に分布を検討する。すなわち、石材 。原産地・

母岩の 3つの違つたレベルでの分布分析 を行 う。

なお、第 6～ 10表にブロック別の石器組成、石材組成、

母岩資料構成等を示 してお く。

2.ブ ロック設定

今回の調査では、前述 したとお り7箇所のブロックと

5箇所の散漫分布区域に区分 した。各ブ ロック・散漫分

布区域の特徴は次のとお りである。

ブロック 1(第 63図 )

調査区の中央北側、 P16グ リッドを中心に位置する。

ブロック 2,3、 散漫分布区域 1・ 4と 隣俵する。方格

ではブロンク 2・ 3と 接 し、散漫分布 区域 1・ 4と は離

れている。

最大長 7.6m、 最大幅 3.8m、 垂直分布幅 40 cmで ある。

出土石器は 61点で、その内訳は彫器 1点 (15)。 楔形石

器 1点 (292)・ 石刃 5点 (25。 152・ 291・ 300)。 MF2

点・石核 1点・剥片 50′く 。破砕片 1点である。石材は、

黒曜石 49点・水晶 2点・チャー ト6点・珪質頁岩 3点・

不明 1点であり、黒曜石を圧倒的に多 く保有 している。

黒曜石の原産地内訳は、X029点 。NK 7点・ACKT2 2点・

SWHD 3点・TSTY 2点・測定不可 6点で、XOが 半分以上

を占める。

中心に空白地点があり、その周辺に石器が環状に巡つ

ているとい う分布が、 2ヵ 所 (017と Q16グ リッド付

近)見 られる。

ブロック 2(第 64図 )



調査区の中央やや北寄 り、K12グ リッドを中心に位

置する。ブロック 1・ 3。 6、 散漫分布区域 1・ 2と 接

する。方格でもどのブロック・散漫分布区域 と接する。

最大長は 8.6m、 最大幅は 7.Omである。垂直分布幅は

最大で 50 cmの ところもあるが、ほとんどは 20 cm幅 で出

土している。

出土石器 は 95点 で、ナイ フ形石器 3点 (44・ 71。

367)。 削器 1点 (212)・ 楔形石器 2点 (74・ 2112)。 石

刃 4点 (209・ 231・ 365・ 359)。 RFl点 ・MF 28点 (233・

311)・ 剥片 54点・砕片 2点ある。石材は、黒曜石 52点・

水晶 6点・チャー ト30点・珪質頁岩 5点・不明 2点 で

ある。黒曜石が半分以上占めるが、チャー トの割合も高

いといえる。黒曜石の原産地内訳は、X024点・NK 7点・

SWHD 5点 ・TSTY 12点・測定不可 4点であり、ブロック

1と 同様に XOが多いが、TSTYも 多くなっている。

ブロック 2の 北と東にはそれぞれブロック 1,3が 接

している。そのためと言 うわけではないが、ブロック2

では中心から北東側にかけて分布が密になる傾向がある。

ブロック 3(第 65図 )

調査区の中央、 118グ リッ ドを中心に位置する。ブ

ロック 1・ 2・ 4・ 6、 散漫分布区域 4・ 5と 隣接する。

方格では散漫分布区域 4以外 と接する。なお、ブロック

内に方格の離れているものがある。

最大長は 13.2m、 最大幅は 7.2mで あ り、広範囲な分

布域をもつ。垂直分布幅は 80 cmで ある。

出土した石器は H4点で、その内訳は、すイフ形石器

1点 (179)・ 彫器 3′点 (198。 352・ 638)・楔形石器 3点 (326・

438・ 583)。 石刃 5点 (200・ 355。 581・ 595。 602)。 R

F3点 (189'462・ 464)。 MF 12点・石核 2点 (185・

188)・ 剥片 82点・砕片 1点・破砕片 2点である。石材

は黒曜石 37点・水晶 49点 。チャー ト19点・珪質頁岩 5点・

トロ トロ石 1点・碧玉 1点・不明 2点である。ブロック

3では黒曜石ではなく水晶が一番多く出土している。黒

曜石の原産地内訳は、X014点・NK 4点・SWHD 10点 ・

TSTY 6点・TSHC l点・測定不可 2点であり、ブロック 1・

2と 同様に XOが一番多い。

中心から東側 と南側にかけての L字形の範囲で分布が

集中し、北側は散漫である。 118グ リンド周辺は、調

査区の中で一番遺物が密集 している箇所である。

ブロック4(第 66図 )

調査区東側の中央、 」27グ リッドを中心に位置する。

ブロック 3・ 5、 散漫分布区域 5と 接する。方格ではブ

ロック 5と 接するが、ブロック 3と 散漫分布区域 5と は

離れている。また、ブロック内に離れた方格をもつてい

る。

最大長 3.2m、 最大幅 2.6m、 垂直分布幅 40 cmで あ

る。出土 した石器は 18点で、ナイフ形石器 6点 (527・

528・ 529・ 530・ 533・ 534)・ 削器 i≪ (541)。 石刃 2点

(526・ 663)。 MFl点 。石核 1点 (543)・ 剥片 7点である。

出土数が少ないながらもナイフ形石器が多く、この調査

区でナイフ形石器を一番多く保有するブロックである。

石材は、黒曜石 6点・水晶 11点・玉髄 1点 であ り、

水晶を多 く保有する。黒曜石の原産地は全て SWHDで あ

り、他の原産地のものは見られない。

小規模な範囲に分布するが、 1点だけやや外れた澄こ

ろにある。

ブロック 5(第 67図 )

調査区の南東、 F26グ リンドを中心に位置する。ブ

ロック 4、 散漫分布区域 5と 接する。方格ではブロック

4と 接 し、散漫分布区域 5と は離れている。ブロック内

に孤立 している方格がある。

最大長 5,8m、 最大幅 4.2m、 垂直分本幅 60 cmで ある。

出土石器 は 54点 で、ナイ フ形 5点 (503・ 520。 522・

551・ 555)・ 石刃 4点 (502・ 512・ 5231・ 564)。 RF3

点 (517・ 519)。 MFl点 (561)・ 石核 1点 (515)・ 剥

片 38点・砕片 2点である。出土数を見ると、ブロック

4と 同じくらいナイフ形石器を保有 している。

石材は、黒曜石 7点・水晶 27点・チャー ト9点・珪

質頁岩 8点・玉髄 2点 。泥岩 1点であり、水晶が半分を

占めている。黒曜石の原産地内訳は、NK l点 。SWHD 5点・

WDTY l点で、SWHDが圧倒的に多い。

遺物の分布範囲は南北にやや細長 く、南側の方に集中

する傾向がある。

ナイフ形石器、水晶、黒曜石原産地の SWHDが多 く、

その特徴が北燐のブロック4と 同じである。

ブロック6(第 68図上段 )

調査区の南西側やや中央寄 り、D llグ リンドを中心

に位置する。ブロック 2・ 3、 散漫分布区域 2・ 3・ 5

と隣接する。方格ではブロック 2・ 3、 散漫分布区域 2

≧接 し、散漫分布域 3・ 5と は離れている。

最大長 7.2m、 最大幅 4.2m、 垂直分布幅 50 cmで あ

る。出土 した石器は 63点 で、ナイフ形石器 1点 (628)・

彫 器 2点 (421・ 625)・ 石 刃 4点 (412・ 449。 4521・

668)・ RFl点 ・MF8点 ・UFl点 (621)。 石核 2点

(394・ 425)・ 剥片 37点・砕片 1点・分割原石 6点である。

石材は、黒曜石 25点・水晶 3点・チャー ト33点・珪

質頁岩 1点・不明 1点である。チャー トが半分以上占め

るとい う、他のブロックにはない特徴がある。黒曜石の

原産地内訳は、X01点 。SWHD 8点・TSTY 4点・TSHG 9

点・測定不可 3点である。TSHCが一番多いのであるが、
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第 63図  ブロック 1石器分布図

そのほとんどが分割原石である。

中央から南側で比較的分布が集中する。その南端には

分割原石がまとまって分布 し、それ らは全て TSHCで 同

一母岩のものと考えられる。割 られた状態で遺跡に持ち

込まれたのか、その場で割 られたのか断定はできないが、

まとまって出土 しているところを見ると、その場で割 ら

れ捨てられた可能性が高い。実際 TSHGの ものは挟雑物

が多く混ざり、 うまく剥片を剥離することができないの

で、剥片を取るに適 さないと判断 され捨てられたかもし

れない。

ブロック 7(第 68図下段 )

調査区の南西端、E2グ リッ ドを中心に位置する。散

漫分布区域 2・ 3と 接する。方格では両者 とも離れてい

る。また、方格の離れたものがブロック内にある。

最大長 2.9m、 最大幅 2.4m、 垂直分布幅 50 cmで ある。

出土 した石器は 11点で、石核 1点 (649)・ 剥片 10点で

ある。

石材は、黒曜石 2点・水晶 7点・チャー ト2点で、水

晶が多く出土 している。黒曜石は 2点 とも NKである。

分布はE2グ リッドに集中し、それ以外は散漫な状況を

している。

散浸分布区域 1(第 69図 )

調査区の北西端に位置する。ブロック 1・ 2、 散漫分

布区域 2と 接する。方格ではプロック 2・ 散漫分布区域

2と わずかに接 し、ブロック 1と は離れている。

最大長 7.2m、最大幅 7.Om、 垂直分布幅 40 cmである。

出土 した石器は 28点で、楔形石器 1点 (60)。 石刃 3

点 (58・ 66・ 279)・ MF4点 (57)・ 剥 片 20点 (69)

である。

石材は、黒曜石 22点・水晶 1点・チャー ト4点・珪
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質頁岩 1点である。黒曜石の原産地内訳は、X010点・

NK 4点・SWHD 3点・TSTY l点 ・測定不可 4点であ り、

XOが 一番多 く、近接す るブロンク 1・ 2と 同様な傾向

である。

分布は散漫な状態であるが、中央 と南東端にちょつとし

た遺物の集中がある。

散浸分布区域 2(第 70図 上段 )

査区の西端中央に位置する。ブロック 2・ 6,7、 散

漫分布区域 1・ 3と 接す る。方格ではブロック 2・ 6、

散漫分布区域 1と 接 し、ブロック 7・ 散漫分布区域 3と

は離れている。

最大長 36m、最大幅 2.2m、 垂直分布幅 30 cmで ある。

出土 した石器は 26点で、ナイフ形石器 1点 (110)・

彫器 1点 (262)。 RFl点 (112)。 MF6点 ・石核 1点・

剥片 16点 である。

石材は、黒曜石 9点・水晶 3点・チャー ト13点・不

明 1点で、チャー トが半分を占め、近接するブロック 6

と同様な傾向である。黒曜石の原産地内訳は、X03点・

NK 2点 ・浪1定不可 4点で、XOが 多い傾向は、ブロック

2と 同様である。

分布は、中心部 より周辺部のほうがやや密度が濃いと言

える。

散漫分布区域 3(第 70図下段左 )

調査区の南西端に位置する。ブロック 6・ 7、 散漫分

布区域 2と 隣接す る。方格ではどれ とも接 してお らず、

孤立 している。

最大長 1.7m、 最大幅 1.Om、 垂直分布幅 30 cllで ある。

出土 した石器は 4点で、RFl点 (457)・ 剥片 3点で

ある。石材は、水晶 1点・チャー ト2点・弱蒲 1点であ

る。黒曜石は出土 しなかつた。

散漫分布区域 4(第 70図下段右 )

調査区の中央北側に位置する。ブロック 1・ 3と 接す

る。方格ではどれ とも接 していない。

最大長 2.7m、 最大幅 1.2m、 垂直分布幅 30 cmで ある。

出土 した石器は 8点で、MFl点 ・剥片 7点である。石

材は全て黒曜石の XOで、近接するブロック 1の特徴に
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似ている。

散漫分布区域 5(第 71図 )

調査区の中央南端に位置する。ブロック 3・ 4・ 5・

6と 接する。方格ではブロック 3と だけ接 し、ブロック

4・ 5・ 6と は離れている。

最大長 8.Om、 最大幅 4.5m、 垂直分布幅 80 cmで ある。

出土 した石器 は 47点 で、ナイ フ形石器 4点 (476・

478・ 482・ 490)・ 削器 1点 (572)・ 石 刃 11点 (467・

472・ 481・ 485。 493。 567・ 615・ 619。 645。 666)。 RF

2点 (483・ 484)'MF4点 (617)。 石核 1点 (646)・

剥片 24点である。

石材は、黒曜石 11点・水晶 25点・チャー ト4点・珪

質頁岩 4点・碧玉 1点・不明 2点である。黒曜石の原産

地内訳は、X01点・llK 2点・SttD 8点 である。水晶 と

水晶とSttDが多いとい う特徴は東隣のブロック 5と 同

様である。

散漫分布区域でも点数が多く、北側に遺物が集中する傾

向がある。そこは西隣のブロック 3の遺物集中部に近接

するところでもある。

各ブロックや散漫分布 区域の特徴を見てきたが、それ

らは近接するもの同士で特徴が似かよう傾向がある。前

章で述べたように、主要石材の黒曜石 。水晶・チャー ト

の分布が少 しずれなが ら重なっているからであろう。そ

こで、石材・原産地・母岩の 3つのレベルで分布の分析

を行い、視覚的に分けたブロックや散漫分布域が妥当な

のか、どのようなJ陛格を持つのかなどを検討 していく①
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第 67図  ブロック 5石器分布図
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第6表 ブロック別石器組成

グロック番号 ナイフ形 彫器 削器 楔形 石 器 石 刃 RF �IF UF 石核 剥 片 砕 片 破砕片 分害1原石 合計

ブロック1 1 1 5 2 1 1

ブロック2 3 1 4 1 2

ブロック3 1 3 3 5 3 1 2

グロック4 6 1 2 l 1 7

ブロック5 5 4 3 1 1 2

ブロック6 1 4 1 8 1 l 6

ブロック7 1 11

実優 分 而 域 1 1 3

そ漫分布域2 1 1 1 1

散漫分布域3 1 4

散漫分布城4 1

散漫 分布 域 5 4 1 2 4 1

不明 1 1

合計 3 7 1 1 6 3 537

第7表 ブロック別石材組成

黒 曜 石
水晶 チャート l■質貢岩 希少石材 不 明 合 計 希少石材内訳

ブロック番号 XO NK AGKTを SWH[ TSTY TSHC WDT「r lJl定 不戸

ブロック1 2C 7 2 1

ブロック2 7 4

ブロック3 4 1( t 4 1 2 トロトロ石 1、 碧玉 1

ブロック4 l 玉髄 1

ブロック5 l 5 l 3 玉髄 2、 泥岩 1

ブロック6 1 8 4 3 1 1

ブロック7 7 11

散漫分布域 1 1 4 3 1 4 l 4 1

散漫分布域2 4 l l

散漫分布域3 l l 鳴 珀 1

散漫分布域4

散漫分布域5 1 8 4 4 l 碧玉ユ

不 明 4 1 1

合 計 21 1 1 2〔

第8表 石材別石器組成

石材 原産地 ナイフ形 周多器 肖J器 楔形 石學 石 刃 RF MF UF 石核 剥 片 砕 片 破砕片 分害1原 石 合 計

黒曜石

XO l 1 1 l

NK l 1

AGKT2 1 1

SWHG 1 l 1 1

TSTY 1 1 ユ 1 2( l

TSHG l 1

VヽDTY l 1

測定不可 1 1 1

水 晶 1 11 1 1 l l

チャート 3 1 1 1 2

珪質頁岩 7 1 ユ 1

玉 髄 l l と

泥岩 1 1

碧 玉 と t

弱 蒲 ユ 1

トロトロ石 ] 1

不 明 l 3 1 3 l

合 計 8 3 1 l 353 7 3 6 537



第9表 ブロック別母岩資料構成



第10表 母岩資料別石器組成
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第10表 母岩資料別石器組成
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3.遺物間距離の検討 ―出土遺物の自然移動の可能性

について一

はじめに

旧石器時代の遺跡では、遺物の分布が集中する地′く乙

散漫な分布を示す地ッ点がある。遺物の分布が集中する地

点はブロック≧呼ばれ、主に石器製作が行われた場所 と

言われている。分布が散漫な地点は、ブロックから飛び

散つたり、雨や風などの自然現象によって移動 した りし

たと考えられている。

本遺跡 も、分布の集中する地ッ点と散漫な地点 とに分け

られ、それぞれの地点で何が行われていたかを解明する

のであるが、まず、それ らがどのような現象によって分

布 したのかを検討する必要がある。石器製作で広範囲に

予1片・砕片が飛び散る可能性もあり、また、雨や風等の

自然現象により移動 したかもしれない。 ここでは、後者

の自然現象による移動可能性について考えてみる。

遺物の自然移動についての研究略史

遺物の自然移動についての研究は、御堂島氏 らにより

行われてきた (御 堂島正・上本進二 1987・ 1988、 御堂

島 1994)。 降雨やそれに伴 う流水、冬季の霜柱の影響を

実験 し、その様子を検討 している。

御堂島正・上本進二 1988で は、裸地・草地、平坦 。

傾斜地等の条件を変えた場所で、降雨 。風・霜柱・植物

による移動が実験 。検討 され、その内、降雨 と植物によ

る移動が観察 された。御堂島正・上本進二 1987で は、

土壌側の条件を一定にし、遺物の重量・底面積・形状等

の条件を変え、凍結や融解による移動を実験 している。

また、御堂島は自然現象ではないが、踏みつけによる移

動も実験 している。踏みつけは人が無意識に行つている

とするとより自然現象に近いと考えられる。

これ らの論文より、自然移動 しやすい場合 と、 しにく

い場合の条件を整理すると、移動 しやすい条件 としては

①裸地、②傾斜 (下方に移動)、 ③リルの形成及び地表

流水、④霜柱、⑤重量が軽いなどが挙げられる。

移動しにくい条件としては①草地、②平坦面、③降雨に

伴う地表流水が起こらない、④重量が重いなどが挙げら

孝彬る。

そこで丘の公園第 1遺跡の分布状況を見て、これ らの

条件に合 うかどうかを検討 していく。

調査区の地形

まずは地形について確認 しておく。第 22図 を見ると、

北側の中央が一番高 く、放射状に低くなっていく様子が

分かる。 もう少 し詳細に見るとその特徴 は、① R 15・

Q-15が 最 も高 く、調査区を放射状に傾斜 している。②

左側 の方が、右側 よ り傾斜 が緩やか。③左上 (M-7)

周辺・中央上 (P15)周辺 。中央下 (G15)周辺・右下

(F26)周辺にやや平坦な面がある (遺物が集中する箇

所)こ とが挙げられる。生活時の地表面が裸地だつたの

か、草地だったのかは検討 しようがないが、調査区は傾

斜地にあた り、より移動 しやすい条件 といえる。

前 提

自然移動を検討する際、なるべ く人為的に移動 させ ら

れない遺物を対象 とする必要がある。ブロックにはナイ

フ形石器・彫器・楔形石器 ≧いつた定形石器から、石器

製作時に出た素1片・砕片や石核等が含まれる。石器は使

用するため人為的に移動 されやす く、石器が作れそ うな

大きさの設1片 (主に石刃)や石核 も人為的移動の可能性

が高いといえる。残 された遺物の中で、人為的移動の可

能性が低いものは、石器素材に適 さないような小さな剥

片や砕片であろう。そこで、定形石器より小さい素1片は、

石器には不向きで 2次力日工できないと判断 し、その場に

残す と仮定する。

分析方法

比較的点数の多い母岩の剥片の分布状況をみる。今回

分析対象 としたものは、黒曜石 XOの 母岩 1・ 母岩 3・

母岩 4・ 母岩 17、 NKの母岩 4・ 母岩 5、 TSTYの母岩 2・

母岩 5、 SWHDの母岩 8、 チャー トの母岩 1(lA)・ 母

岩 2(lBa)・ 母岩 4(lBc)・ 母岩 6(1-Be)・ 母岩

23(2Aa)・ 母岩 25(2Ac)の 15種類である。

これ らのま1片 。砕片を下記 とお り7段階の重量に表示

しその分布を検討す る。

重量分類 ①～ 1.2g ② l.3～ 21g ③ 2.2～ 3.Og

④ 3.1～ 5.Og ⑤ 5,1～ 10.Og

⑥ 10.1～ 20,Og ⑦ 20.lg～

定形石器では、1.Og以下のものもあ り、その点で言

うとどれも石器 として使われる可能性があり、人為的移

動の可能性がないとはいえないが、他 と比べ低いとい う

ことを評価 し、分析対象 とする。

母岩別資料の各黒1片 の中で、重いものが移動は少ない

と考えられることから、各承1片のなかで一番重いものの

地点を剥片剥離作業が行われた場所 と仮定 し、それから

各剥片の距離を求め、距離 と調査区の地形を考慮 しなが

ら分析 していく。

各母岩の分布状況

XO母岩 1(第 72図):調査区中央北側か ら西側にかけて

分布。重量の重いものが N15周辺に多い。

最重量のものは 29で、各遺物間の平均距離は 4.69mで

ある。最短距離は 0.5m、 最長距離は 11.56mで。最大

距離は傾斜の急な東側ではなく、緩やかな西側である。



29よ り上方にあるものは 10点 あり、平均距離は 2.91m、

29よ り下方にあるものは 6点で、平均距離は 6.92mで、

上方に位置するものが多い。

XO母岩 3(第 73図 ):調査区中央北側から西側にかけて

分布。重量の重いものは分散する傾向がある。

最重量のもの は 332で 、最短距離 3.81m、 最長 距離

16.6m、 平均距離 10,73mあ る。3321ま最 も東側に位置

し、他の剥片は全て西側に位置する。距離が離れている

ものに重量が重いものがある。

332よ り上方に位置するものは 12点あり、平均距離 9.88

m、 332よ り下方に位置す るものは 3点 で、平均距離

14.16mで 、上方に位置するものが多い。

XO母岩 4(第 74図 ):調査区中央北側に多 く分布 し、調

査区中央 と西側に 1点ずつ分布する。

最重 量 の もの は 124で、最短 距離 6.4m、 最長 距離

H37m、 平均距離 8.09mで あり、かな り離れている。

全て 124よ り上方に位置 している。

XO母岩 17(第 75図 ):調査区中央か ら西側 にかけて広

く分布。重量の軽いものが多い。

最重量 の もの は 287で 、最短距離 2.3m、 最 長 距離

16.75m、 平均距離 7.44mで ある。

全て 287よ り下方に位置するので、自然移動によるもの

と考えられなくもないが、移動 した距離にしては遠すぎ

る。また、緩傾斜の西側の方が遺物は多く分布 している。

NK母岩 4(第 76図 ):調査区中央北側か ら西側 にかけ

て分布。重量の重いものの方が緩傾斜側に位置 している。

最重量は 67で、最短距離 6.68血、最長距離 13.95m、

平均距離 12.36mで、一番西側に位置する。

67よ り上方に位置するものは 5点で、平均距離 9.51m、

67よ り下方 に位置す るものは 2点で、平均距離 H.02

mである。下方 といつても、そこに移動するには一度登

らねばならず、自然移動 としては不 自然である。

NK母岩 5(第 77図 ):調査区西側 と一部南東側に分布。

広範囲で散漫的である。

最重量は 77で、調査区西側中央にある。最短距離 2.61m、

最長距離 1432m、 平均距離 8.39mで ある。77よ り上

方に位置するものは 2点で、平均距離 5.17m、 77よ り

下方に位置するものは 4点で、平均距離 10mである。

TSTY母岩 2(第 78図 ):調査区中央 と西側に分布する。

重量の重いものが多く、1.2g以 下のものはない。

最重量は 439で調査 区中央にある。最短距離 0.89m、

最長距離 13.74m、 平均距離 7.32mで ある。他の 2点

の剥片は 439よ り下方にあるが、69に ついては、そこ

に移動する≧なると一度登 らねばならず、不 自然である。

TSTY母岩 5(第 79図 ):調査区中央やや西寄 りに分布。

1点南西側にある。全て 1.2g以下のもので、最重量は

249で ある。最短距離 0.22m、 最長距離 7.87m、 平均

距離 3.85mで ある。

1点を除き全ての承1片 が 249よ り上方に位置 し、平均距

離は 3.45mで ある。

SWHD母岩 8(第 80図 ):調査区南東側 に散漫的に分布

する。

最重量は 525で、一番東側に位置する。最短距離 3.66m、

最長距離 12.05m、 平均距離 8.28mで ある。

525よ り上方に位置するものは 2点で、平均距離 10.59

m、 525よ り下方に位置するものは 1点で、その距離は

3.66mで ある。

チャー ト母岩 lA(第 81図 ):調査区南西側に散漫的に

分布。中心は見当たらない。全て 1.2g以下である。

最重量は 450で 、一番南側に位置する。最短距離は 5.72

m、 最長距離は 8,96m、 平均距離は 7.55mである。

全ての承1片 は 450よ り上方に位置 し、 自然移動 と考えた

場合不自然である。

チャー ト母岩 lBa:調 査区南西側に分布 し、 1点中央

にある。最重量のものが 2つ あるので、それぞれについ

て検討する。

① 404を基準とした場合 (第 82図 )、 最短距離 107m、

最長距離 10.89m、 平均距離 5.06mで ある。404よ り

上方に位置す るものは 3点 で、平均距離は 6.39mで、

404よ り下方に位置するものは 1点で、その距離は 1.07

mである。

② 386を基準とした場合 (第 83図 )、 最短距離 6.78m、

最長距離 15.22m、 平均距離 9.29mで ある。386よ り

上方 に位置す るものは 1点 で、その距離 は 15.22m、

386よ り下方に位置するものは 3点で、平均距離は 7.31

mである。

チャー ト母岩 lBc(第 84図 ):調査区中央か ら南西側

にかけてやや散漫的に分布。

最重量は 369で、一番西側に位置する。最短距離 0.2m、

最長距離 1l m、 平均距離 629mで ある。

369よ り上方に位置するものは 4点、平均距離 8.58m、

369よ り下方に位置す るものは 3点 で、平均距離 3.24

mである。下方のものも地形 とは違 う方向に位置する。

チャー ト母岩 lBc(第 85図 ):調査区南西側に散漫的

に分布する。

最重量は 634で、一番南に位置する。最短距離は 4.91m、

最長距離は 118m、 平均距離は 7.85mである。

全ての承1片が 634よ り上方に位置する。

チャー ト母岩 2Aa(第 86図 ):調査区南西側 と南東側

に分布。重量の重いものが低い所にある。



最重量は 622で、一番南側に位置する。最短距離は 7.49

m、 最長距離は 17.25m、 平均距離は 12.82mで ある。

622よ り上方に位置するものは 2点で、平均距離は 7.59

m、 622よ り下方に位置するものは 3点で、平均距離は

16.31mである。

チャー ト母岩 2Ac(第 87図 ):調査区中央から南西側

に散漫的に分布する。

最重量は406で一番南側に位置する。最短距離は 0。 29m、

最長距離は 12.1l m、 平均距離 6.77mである。

406よ り上方に位置するものは 2点で、平均距離 4.lm、

406よ り下方に位置するものは 1点でその距離 12.lm

である。

まとめ

当然であるが、各母岩の分布状況はそれぞれの石材や

産地の分布 と重なる。唯一 SWHD母岩 8が産地の分布 と

は違い偏つた分布を見せた。

各母岩の分布の特徴は、中心 と考えられるところより上

方に位置するものがあり、遺物間距離が遠いものが多い

とい うことである。資料数の少なさが問題ではあるが、

御堂島氏 らの研究結果 と比べると、自然移動では説明し

にくい事例が多い。よつて本遺跡の場合、その多くは人

為的移動を考えた方が妥当ではないであろうか。

河西氏のテフラ分析では、黒色土堆積直前まで侵食が

起こっていた可能性があるとの指摘がある。遺構 と遺物

が検出されている黒色土直下の黒褐色土 と褐色土が、尾

根部には黒褐色土がなく褐色土が薄 く堆積 し、基盤の硬

質テフラ層 (ス コリア)および岩層流堆積物 (あ るいは

礫層)を直接おおっているので、本遺跡が形成 されてい

る頃には、侵食が起こっていたことになる。上記の分析

で、自然現象による遺物の移動の可能性が低いとした結

論 と矛盾 し、これをどのように考えるかが問題 となる。

調査区は遺跡の北端に位置 し、扇央上部に位置する。

その北は、等高線がほぼ直線に描かれており、遺跡が立

地する付近で谷の形成が始まることが分かる (第 1図 )。

侵食の際、遺跡より上部では、台地全体におよんでいる

が、遺跡周辺以下では、谷を形成するような浸食作用の

収敏が起こり、侵食 されているところと侵食されないと

ころが出てきて、本遺跡は、その侵食を受けなかつたと

ころに位置していたであろう。よって、遺跡周辺全体を

見ると、黒色土堆積直前まで侵食作用が及んでいたであ

るうが、本遺跡の立地するところに限ると、侵食作用の

影響はそれほどなかつたと考えられる。よつて、立地条

件からしても旧石器時代遺物の分布状況は、自然現象に

よる移動は低かつたと言える。

では、人為的な移動の場合、どのような理由や意味が

考えられるのか。刈ヽさな剥片も持ち歩いて保管していた

のか。重量だけで見ると、12g以下の定形石器もある

ので、考えられないことではない。このことは、資料数

の問題や重量だけでなく、剥片の大きさや形を考慮 しな

ければならずここでは結論が出ないが、今後の課題とし

ておきたい。
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第H表 母岩資料別遺物間距離

※アミカケは、基準の石器より上方に位置するものを示す
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4.石材産地別分布からみたブロック区分

石材産地別に見た分布傾向

本遺跡では、主要な石材 として黒曜石 XO、 チャー ト、

水晶が使われている。

黒曜石出土資料の うち産地別に見るとXOが 占める割合

が最 も多 く、全黒曜石の 44%、 石器全体の 15%に あた

る。その分布は散漫分布区域 3以外の全てのブロック・

区域に見 られる。中でもブロック 1・ 2・ 3に かけて、

全 XOの 60%が分布する。

一方、全出土資料の内 23%を 占めるチャー トは、ブ

ロンク 2・ 3・ 6・ 散漫分布区域 2にかけて多く分布す

る。この うち全チャー トのほぼ半数が、ブロック 2・ 6

に分布する。

ここで黒曜石 とチャー トの分布を比べると、両者は分

布を異にすることがわかる。

例 えばブ ロンク 6で は、ブ ロック出土資料 の大半

(92%)を 黒曜石 (TSHG40%)と チャー ト (52%)が 占

めるが、その両者の分布の集中は隣 り合 うように存在 し、

重ならない。またブロック 3に おいても、XO集 中地点

がブロック 1寄 りであるのに姑 して、チャー ト集中地点

はブロンク 2・ 6寄 りにあ り、ここでも両者の集中地点

は異なる。

また、水晶は全出土資料の うち 25%を 占め、その分

布はブロック 3・ 散漫分布区域 5、 ブロック 4・ 5、 ブロッ

ク 7に多く分布する。ブロック 3と ブロック 5に は集中

が見られる。 さらにブロック 3の集中から散漫分布区域

5に かけては、全水晶の 54%に あたる資料がブロックを

またぐような状況でまとまって分布する。

水晶についてもやはり他石材 と同様、集中地点は他石

材 と重ならない。特にチャー トと水晶は分布集中が重な

らず、特徴的である。XOと は、ブロック 3に おいて若

干分布が重なるが、集中地点は隣 り合 うような位置関係

である。

こうした分布傾向は、「ブロック」としての分布よりも、

石材・産地別の分布が強く表れていることを示すもので

ある。石材・産地ごと独 自の分布 として提えられる可能

性を表 しているといえよう。

そこで、石材別産地別分布を4m方格で見てみたい (第

88図 )。 方格は 5点刻みで色分け した。す ると、XOは

D4グ リッ ドに集中の中心があるのに姑 し、チャー トは

A3～ C3グ リッ ドに集中が見 られる。また、水晶は C5・

B7グ リッ ドに集中が見 られ、それぞれの石材が異なる

地点に分布集中を持つことがわかる。また、それぞれの

分布域も異なる領域に広が り、独立 している。

一方、珪質頁岩は B7グ リッ ドに集 中が見 られ、水晶

の集 中の うち数が少ないほ うの 1つ (25点 の集 中)と

重なる。 しか し両者は数に差があ り、B7グ リン ドにお

ける珪質頁岩の分布は客体的である。また、分布域は水

晶あるいはチャー トのそれ と重なる部分が多い。

このことから、水晶あるいはチャー トを主体的に持つ集

団が、珪質頁岩を客体的な石材 として持ち込んだ可能性

が指摘できる。加 えて XOと は分布集 中地点・分布域の

両方において異なる様相を示 してお り、XOを主体的に持

つ集団は珪質頁岩を保持 しなかったことも考えられる。

以上のような出土状況から見ると、集団が石材獲得を

行 う際に、主体的に保持 した石材が異なる場合にも、回

帰的にこの場所を利用したことを示 していると言えよう。

XO以外の黒曜石産地別出土状況 (第 88図 4m方格図)。

NKと TSTY Iま C3ァグリンドに、 TSHC Iま A7rグ リッド1こ集

中が見 られる。また TSHCの 出土状況は特徴的で、TSHG

全 10点の うち 7点が A7グ リンドに集中している。紺 し

て SWHDは 6点以上の遺物集 中がなく、C2～ B8グ リッ

ドになべて出土する。

こうした分布傾向を見ると、本遺跡出土資料は、ブロッ

ク区分を超えて、石材・産地別の分布 として独立 して分

布特性が提示 される可能性を示唆する。

ここでは、ブロック内における石材単位で見た分布の

検討を通 じて、当初に設定 したブロック区分の妥当性を

考えたい。まずは、主要な石材である黒曜石・チャー ト・

水晶・珪質頁岩のブロック・散漫分布区域ごとの保有点

数 とブロック・散漫分布区域の中における集中地点のあ

り方について触れていきたい。

①黒曜石

散漫分布区域 3を除く、全てのブロック・散漫分布区

域に 2点以上あり、ブロック1(46点 )・ ブロック2(51

点)。 ブロック3(36点)な どに多く分布する。その中で、

ブロック 1～ 3に はそれぞれ P-15、 」-11、 K-18
グリッドに集中地点がある。散漫分布区域 1にはブロッ

ク 7と 同じ程度の数 (22点 )と 分布の集中地点 (C。

D-8・ 9グ リッド)がある。また、 lmメ ッシュで見

た場合、ブロック2と 3の間には 1～ 2点が出土する方

格が連続する。

②チャート

ブロック 4・ 散漫分布区域 4以外の全てのブロック・

散漫分布区域に分布 し、ブロンク 2(30点 )・ ブロック

6(33点 )な どに多 く分布す る。ブロック 6の DoE
-11グ リッ ドに集 中地′点があるが、多くは明確にまと



まらない。 lmメ ッシュで見た場合、ブロック 2と 3の

間には 1～ 2点が出土する方格が連続する。

③水晶

散漫分布区域 4を 除く全てのブロック・散漫分布区

域に分布 し、ブロック3(49点)な どに多く分布する。

ブロック 3の I・ 」-18グ リッドに集中し、ブロック

5の E・ F-25。 26グ リッドに分布の集中地点がある。

また、散漫分布区域 5にはブロック5と 同じ程度の数 (25

点)はあるが、散漫に分布 し集中をもたない。 lmメ ッ

シュで見た場合、ブロック3と 散漫分布区域 5の間には

1点の出土を持つ方格が連続する。

④珪質頁岩

ブロック 7・ 散漫分布区域 2～ 4以外に分布するが点

数も少なく、明確なまとま りも認められない。

>ブロック区分 と石材ごとの分布を比較 した場合

1)石材 ごとの分布を検討すると、散漫分布区域にブロッ

クを凌駕する出土点数が見られ、必ず しもブロック区分

と整合 しない。

2)石材ごとに出土する方角の連続性を検討すると、ブ

ロック間ないしはブロック・散漫分布区域間に方格が連

続するケースがあり、必ず しもブロック区分 と整合 しな

い。

5。 母岩別分布からみたブロック区分

①黒曜石

<産地別 >

XOは 前述のとお り本遺跡にて最 も多 く出土する石材で

ある。散漫分布区域 1。 4にそれぞれ 8～ 10点ずつ分布

し、ブロック 1には 15点が集 中する高密度分布地点が

ある (Q14。 15)。

NKは、総数 29点 の うちブロンク 1・ ブロック 2に大部

分が分布する。SWHDは、ブロック 3・ 6・ 散漫分布区域

5に多く分布する。TSTYは、全 25点の うち 12点がブロッ

ク 2に分布する。TSHGは、全 10点の うち 9点がブロッ

ク 6に まとまる。

産地別分布は、XOと SWHDの分布が重ならず、その集

中も離れてお り、密接な関係にあるとはいえない。 さら

に TSHGが ブロック 6に局所的に分布 し、これ も分布が

重ならない。ただしNKについては散漫な分布だが XOと

分布が重な り、 TSTYイ こつヤヽても NK・ XO・ TSHCの分布 と

重なつているように見える。

次に、各母岩別資料のブロック毎出土数のグラフを示

した (第 98～ 100図 )。

XO母岩 1・ 3は、ブロック 1。 2に突出して多い出土

数のピークがあり、さらに他ブロックで少数の出土があ

る。XO母岩 4・ 17は、ブロンク 1に 出土数のピーク

がある。

前述の高密度分布域 (Q14・ 15)は、母岩 1。 3・ 17の

一部 と母岩 4で形成 されている。母岩 1・ 3。 17は資料

数が各 20点 と群を抜いて多い母岩で、こうした主体的

な母岩の資料が集 中す る地点は、XO産地の黒曜石の分

布の核 となる地点 といえる。 これ より、ブロック 1は

XO分布の集 中域であ り、母岩別に見ても、核 として分

布する母岩の分布が見て敢れる点は特筆 される。ブロッ

ク 1は、石材 。産地別分布の点でも母岩分布の点でも核

≧なってお り、評価できる。

NK母岩 1・ 2・ 3は 2点以下の出土のブロックが複

数ある。対 して NK母岩 4・ 6はブロック 2に分布のピー

クが見 られ、その他に数′点分布するとい う対照的な分布

である。

TSTYは、ブロック 2・ 3に 多く分布す る。また、SWHD

母岩 8はブロック 3・ 5・ 散漫分布区域 5にま≧まって

分布す る。SWHDは 単独母岩が多 く、ブロック 6に 4点

集 中している。TSHG母岩 1は ブロック 6に集 中する少

ない点数だが、局所的な分布を見せる。

TSHGについては、総数 10点の うち母岩 1に分類 される

7点すべてがブロック 6に集中する。母岩 2に分類 され

る3点の うち 2点 も同様にブロック6か らの出土である。

この分布については、他産地の黒曜石 と重ならず、特徴

的である。

TSHCの 出土状況についてはブロック 6における集中

が見られ、デポなど石材保管の可合}性が指摘できよう。

以上のことから、黒曜石から見た場合、本遺跡にはブロッ

ク 1・ 6な ど産地別および母岩別分布から見てもまとま

るブロックの存在がある。一方それ以外の場所では、ブ

ロックよりもむ しろ石材や産地によつてまとまる分布の

あり方を示す。こうした傾向は、石材獲得の際の移動に

関わるものであると考えられよう。

②チャー ト

丘の公園第 1遺跡では、チャー ト製石核などの観察に

より、一つの石器でも部位により特徴 (色調など)が異

なっていることが確認 されている。このため、母岩分類

に階層的な記号を与えた。記号は 3つの属性に分かれて

お り、小分類は中分類に、中分類は大分類に包括される

とい う意味を持つ。母岩別分布から見たブロック区分の

検討は、 1)ブ ロック区分の妥当性を検討するの≧同時

に、 2)母岩分類の妥当性を検討することをもう一方の



け
fii 一手

,  ユ◇

『

４

一

消

”

一

争

苺

舎

こ

等

▲

手

霊

↓

こ

ュ

ェ

生
　

　

■
一　

　

ょ
，

　

　

ｒ
ヽ
　

　

革

　

　

Ａ

予^
　

　

葺
”　

　

、拶

　
　

．七

　

　

う

　

　

Ａ

…

こ

れ

こ

象

ム

詩

註

わ

こ

3

▲

難t

一
一一
ｉ

5   る

水晶
9  ぞё′手   ◇

チヤー ト

O  代◇

薩 守   |◇

|

4う も ダ 患 94◆

黒 曜 石 TSTY

4う 患 ン 8911i

黒曜石SWHD

S iミ ド

4   S   幸   〆

黒曜石 XO
参  |い

Ｋ

る

　

Ｎ

一
　

　

一
Ｒ

石

◆

曜

　

Ｔ，

４

黒

　

“・

毯

41

C

象

A

オ

孝

わ

C

a

△

苺 う う γ 9

黒曜石TSHG
第 88図 石材別分布方格図 (■16～ 10点 鰻 11～ 15点 コ 16点～)

鷺

|

|

|

| 嵐

9  帝◇



１ ３
６ 　 　 　 　 ｏ ■ 方 ―

１ ３
５ 　 　 　 　 。 マ ０ １

‐ 詔 　 　 　 　 。 ・ ・ ‐

１ ３
３ 　 　 　 　 。 ヽ ・ ‐

１ ３
２ 　 　 　 　 ・ ・ ・

１ ３
ｉ 　 　 　 　 。

． ．
‐

‐ ∞ 　 　 　 　 ・ 。ヽ Ｆ

‐ 拇 　 　 　 　 。 ・ヽ ‐

１ ２
８ 　 　 　 　 。 ヽ ヽ ‐

１ ２７ 　 ⑪ 　 ・ 年

十 ２
６ 　 ３
０ 　

。 ｉ

１ ２Ｓ Ｖ 　 。 ｉ

ｌ ２
４

　 一 一 　 。 ｉ

１ ２
３

　 Ｓ 　 。 ―

１ ２
２ 　 く 　 ・ ・ ヽ ‐

１ ２‐ 　 図 　 。 ；

‐ わ 　 布 　 。 ｉ

‐ ・９ 　 分 　 。 ―

‐ ‐
３ 　 　 　 　 ・ ヽ ‐

‐ ｗ 　 ３ 　 。 ｉ

”一 僻 一一一一”

‐ Ｈ 　 図 　 ． ｉ

ｌ ¨ 　 ９
０ 　

ｏ Ｆ

‐ 。 　 第 　 。 １

‐ ぉ ⑪ 　 。 …

ｔ ″ 　 ３
０ 　 。 早

‐ が ν 　 。 ｉ

‐

４
２

一 一 　

ｏ

，
Ｎ Ｉ

ｌ ２ 　 Ｓ 　 ｏ ｉ

ｌ ２
３

ぐ 　 。 ‐

１ ２２ 図 　 。 ｉ

中 一 飾 一一一一‐
‐

‐ ・８ 　 １ 　 。 ｉ

イ ・７ 　 山 石 　 　 。 ・ ‐

‐ ・６ 母 　 。 ｉ

‐ “ 　 口 田 　 　 　 。 〓 ‐

‐ 】 水 　 。 ―

‐ ・２ 図 　 。 ｉ

ｌ １

　 ８ 　 　 ｏ ｏ ・ ‐

‐ 口 第 　 。 子

１ ７ 　 　 　 　 　 　 　 ｏ ｏ ｌ 　 翻 朗 鱒 船 確 撤

１ ３ 　 　 　 　 　 　 　 ｏヽ ― 　 打 瞬 隅 町 げ Ｍ
Ｆ

ｕ
Ｆ

弄
１ ２ 　 ０

Ｇ 　 　 　 ＾ ＝ Ｖ

５ 　 　 　
′ ′ ／

１ ２４ 　 〓

１ ２３ 　 Ｓ

１ ２． 図

１ ２。 布

‐ ・９ 分

‐ ド 　 山 石

‐ お 母
４ 　 日 服‐ 「 水

２
‐

ｔ
ｉ
． 図

Ｉ Ю ９
２

‐ 。 第

う
１ ２ 　 ０

７ 　 ０

６ 　 ／

１ ２５ 　 〓

１ ２４ 　 Ｓ

Ｉ ２２ 図

１ ２． 布

‐ 知 分
３ 　 ４

‐ ‐７ 　 山 石

‐ “ 母

山 一 鳩

‐ 「 図

‐ ｗ 第



ク
1

。 。

Ｖ
コ 　 Ｕ
一

　 　 卜 　 Ｓ
一 　 　 Ｒ ．
　 　 “ 　 Ｐ ．
　 　 ｏ
一 　 　 Ｎ
一

　 　 Ｗ
一 　 　 」 ．
　 　 Ｋ ．
　 　 ト 　 ト 　 Ｈ ．
　 　 Ｇ
一 　 　 Ｆ
一 　 　 学 　 Ｄ
一 　 　 Ｃ
一 　 　 Ｄ ．
　 　 ”

．

う
‐ ¨ 　 ０
０

１ ２９ 　 海

‐ 邪 　 １

１ ２７ 　 〓

１ ２６ 　 Ｓ

Ｉ ２４ 　 図
‐
十 一 飾

Ｏ 　 　 ｅ

‐ 〕 一

８ 　 　 ａ

７
　 　 　 　 一

８ 　 Ｂ

５ 　 　 　
．

‐ μ 　 山 石

‐ ・３ 母

‐ Ｗ 　 ト

‐ ＝ 　 一

‐ Ю 　 ヤ

１ ９ 　 チ

‐ ヤ 図

１ ６

９
４

， ｓ 第

８ 　 ０

１ ２ 　 ０

‐ ２ 　 ／

‐ 不 　 　 　
一 一

４ 　 Ｓ

‐
２
２

図
痛

鮎
‐ 脩 ト

‐ ・
Ｓ

　 一

‐ ・４ 　 ヤ

‐ ・Ｓ 　 チ

‐ Ｈ 図

１ ・
。 ３

１ ９ 第

手
１ ３ 　 ０

０ 　 ０

９ 　 　 　
′ ′ ′ ′

‐ 器 　 〓

１ ２７ 　 Ｓ

Ｉ ２５ 図

‐ 留 布

１ ２３ 分

‐ 知 　 ｄ

‐ 知 　 ”

‐ い 　 　 ａ

‐ ・
Ｂ 　 　 一

‐ ・７ 　 Ａ

Ｓ 　 一
鮎

‐ ・２ 　 一

‐ ・． 　 ヤ

‐ Ю 　 チ

‐ ｓ 図

呉 第



Ｓ一 　 昨 Ｑ ． 　 卜 ↑

I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 

「

■
I 
Al
 

と
 

と
 

古
 

と
 

よ
 

与
 

と
 

と
 |
。
 t
i 
12
 1
i 
t4
 1
S 
I■

17
1■

1■
ど
。

去
iど

,ど
,ど

4 
' 
I 
1 
1 
l 
 1
  
1 
1 
l 
1 
1 
1 

「
!.
'

A―
P 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
I 
1 
11
31
4揺

16
17
1と

!0
あ

1,
ど

2ど
3基

と

'●
",
,2
9,
03
1,
P3
33
4,
S 
aS
 3
7

第
96
図
 

チ
ヤ
ー

ト
母
岩
2 

分
布

図
(S
=1
/3
00
)

第
97
図
 
チ
ャ
ー

ト
母
岩
3 

分
布
図

(S
=1
/3
00
)

ぶ

ユ
農
,市

冨
競

1



第98図 石材別・産地別ブロック毎遺物出土状況

第99図 黒曜石産地別ブロック毎遺物出土状況 (XO・ NK)
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SヽVHD
5点以上出土するプロックを持ち、多くのブロックに分かれて出土する石材:な し /1～ 2点でひとつのブロックから出土する石材(単独母岩以外):なし

第100図 黒曜石産地別ブロック毎遺物出土状況 (SWHD・ TSHG・ AGKT2・ WDTY)

軸 としている①

まず、大分類単位での検討を行いたい。大分類 との分

布はブロック 2 ・ 6、 大如 2で
`ま

ブロック 2か ら多く

出土しているが、大分類 3の点数・分布はいずれも散漫

である。大分類 1の分布において、D・ E-10～ 12に

まとま りがあるものの、他は散漫である。また、散漫分

布区域 2に まとまった数が分布 している。中分類の多く

は散漫であるため、ここではある程度のまとまりを持つ

1-B。 2-Aの みを検討する。 1-Bで はブロック 2・

6に集 中を有 し、ブロック 2は K-12・ ブロック 6は

D-11グ リッ ドを中心にま とま りを有す。 2-Aで は

ブロック 5に集中を持ち、G-28グ リンドに散漫なが

らまとまりを有 している。小分類で検討すると分布のま

とまりを有 さず、非常に散漫である。小分類 とい う分類

階層は母岩を細分 し過ぎているのかもしれない。

チャー トにおける分布では、ブロック内での集中やま

とま りは必ず しも顕著ではなく、チャー トの資料が出土

していない 4ブ ロックや 13点 の分布を持つ散漫分布域

2はブロックの区分 と整合 していない。また、大分類に

おいては、分布にまとま りが認められるものの、中分類

でまとまりを有する分類項 目は少なく、小分類では散漫

である。 このため、母岩分類で妥当性を有するものは、

大分類までといえよう。

③水晶

母岩単位で見ると母岩 1・ 3～ 5にある程度のまとま

りがある以外は、いずれも非常に散漫である。このため、

*SW,D,ゼ 11!(6,0)は 」1にす也不明て

レトクト

母岩 1・ 3～ 5のみ以下に記述する。母岩 1の分布では

ブロック 3が最 も多 く、 I-18グ リッ ドを中心にま と

ま りを有する。母岩 3の分布ではブロック 3・ 5か ら多

く出土 してお り、それぞれ、 I-18グ リッ ド・ F-26

グリッドを中心に分布が集中する。また、ブロック 3と

散漫分布区域 5の境界に分布のまとまりがあり、散漫分

布区域 5か らは 15点の資料が出上 している。母岩 4は

全体的に分布が散漫であるが、ブロック 7に集中を持つ。

母岩 5の分布 も散漫であるが、 J-17グ リッ ドを中心

にまとま りを持つ。

水晶全体の分布傾 向を見ると、散漫分布 区域 5にブ

ロックを凌駕する点数が認められることや、ブロック 3

と散漫分布区域 5の境界にまとまりがある点で、ブロッ

ク区分 と飢解が生 じてお り、再検討を要する。

これ らの結果から、設定 した母岩単位で分布を検討す

ると分散 して しまい、分布論的な意味を問 うことは困難

である、とい うことが指摘できる。ただ し、この点につ

いて留意 した上で、分布論的な特殊性 と当初 に設 定 し

たブロックの妥当性について検討すると、 1)黒曜石・

チャー ト・水晶は排他的な分/●
~傾

向を示す、 2)石材・

母岩 ごとの分布 とブロンク区分を比較すると、ブロック

区分は必ず しも妥当とはいえない、とい うことが指摘で

きる。そこで、第 3節では石材単位からみた出土傾 向を

検討 し、分布論的な意味について考えていきたい。

TSHG促ナ1 TSHCだ+2 AGKT2 VヽDTY
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第 2節 剥片剥離技術
1.剥片分析方法

本遺跡での剥片剥離技術がどのようなものであるかを

検討するにあた り、剥片を分析する必要があると考え、

竹岡氏の分析方法 (竹岡 1989)を参考に、下記の項 目

を分析 した。

①縦長剥片の割合

石刃とは呼べない縦長剥片を分類 し、剥片における縦

長剥片の割合を集計 した。

②背面の礫面の比率

背面の礫面の比率を 「全面J。
「半分以上」。「半分未満」・

「なし」に分類 した。

③背面の剥離面の方向から推定される打撃方向

打面を上にして背面を「X」 状に 4分割 し、剥離面の

方向から打撃方向を推定した。上方向のみのものは 「単

方向」、下方向のみのものと上下方向のものは「両方向」、

左右方向があるものは 「多方向」とした。

④打面の状況

打面の状況を「単剥離打面」・「複剥離打面」。「線打面J・

「点打面J・
「礫面打面Jに分類 した。

⑤打面の形態

主要剥離面から見た打面の形態を「凸形」。「直線形」・

「凹形」に分類 した。

⑤コーンの有無

「ある」・「なし」に分類 した。

⑦バルバー・スカーの有無

「ある」・「なし」に分類 した。

③ リップの有無

「ある」。「なし」に分類 した。

③バルブの強弱

「強J。 「中」。「弱」イこ分類 した。

⑩剥片末端部の様相

「通常」。「ちょうつがい状」。「階段状」。「アーチ状」

に分類 した。

①折れ面

意図的に折つたと思われるものを「折断」、偶発的に

折れたまたは欠けたものを「折れ」、節理面や直接加撃

されているとは思われないものを「割れJと 分類 した。

剥片の分析の結果を第 12表にまとめた。出土点数の

多い主要石材である黒曜石・チャー ト・水晶・珪質頁

岩を分析対象 とし、出土点数の少ない他の石材は除い

た。黒曜石の産地別では、出土点数の多い XO、 NK、

SWHD、 TSTYを 姑象 とした。以下、定形的な石器 を

含めて、石材別に剥片剥離技術を検討す る。なお、欠損

して確認できないものは集計に入れていない場合 もある

ので、総数は各項 目で変化 している。

2 石材別剥片剥離技術

①黒曜石

出土 した黒曜石資料は 235点 、全器種 において黒曜

石製の資料が見 られる。

器種ごとに産地別比率をみると、ナイ フ形石器 11点

の うち 8点 (73%)、 石刃 10点の うち 5点 (50%)、 楔

形石器 6点の うち 4点 (67%)を 占め、またMFで も

24点 の うち 8点 (33%)を 占め、石器 に占める SWHD
比率の高 さが注 目され る。他にもXOは 剥片 164点 の

うち 82点 (50%)を 占め、TSHGは分割原石の 6点す

べて (100%)を 占めている。

剥片剥離技術が分かる接合資料は、剥片 8・ 69だ け

である (第 18図 )。 一側面に礫面を残 し、剥片の長軸に

沿つた同一方向から剥離 されている。またこの 2点の剥

離作業の前後にも、同一方向からの剥離が行われたこと

がわかる。69は背面側に頭部調整が残 る。いずれも厚

みのある縦長剥片である。

石刃は 10点 出土 している。縦長で平行な稜をもつ石

刃は 3点 (355。 152・ 57)と 少ない。 それ以外は折断

等で長 さが減 じられている。明確 な折 断石刃は 231・

526・ 493の 3点 で、526・ 498は 打面イ則を折断 してい

る。 291・ 25・ 152・ 4851ま礫面を残 している。 いず E/t

もあまり大きくない石核から剥離 された ものと考えられ

る。 231・ 666イまtT面イこ調整が見 られる。 526・ 57・ 152

は微細剥離、485は使用痕跡が見 られ、長 さのない石刃

については、石器素材 としてではなく石刃 自体を使用す

ることを目的としていた可能性がある。

ナイフ形石器は石刃素材のものが多いなかで、179は

小形の剥片を素材 とし、533は背面を礫 面のまま残 し、

44は 打面方向を横位 に置 き側縁 を部分加 工 している。

533は一側縁力日工、534・ 44は部分力日工が見られ、その

他は二側縁加工がなされる。特筆すべきは、基部に加工

が施 されるものは 476・ 179だ けで、それ以外の資料に

は見られないとい う点である。これは隣接する丘の公園

第 2遺跡には見 られない特徴で、本遺跡独 自の技術特性

である。また小形のものが半数を占めることから、本遺

跡はナイフ形石器が作 られる時期のなかでも、より新 し

い時期に位置づけられよう。

石核は、いずれも自然面や風化面を残す。515は 打点

を 90度 。180度 に転移 し剥離作業を行 つている。425

下面には打面が形成され、深 くえぐれ込んだ打点が残る。



425を はじめ出土 した石核は、定形的な石刃を作出 した

形状ではない。

421は彫刀面を 1面もつ彫器である。彫刀面を作出す

るため打面調整を行つている。7は彫器削片あるいは楔

形石器の削片 とおもわれる。

RFは長さのない不定形な素材を使用 している。UF

485は 自然面を残 し、両側縁に使用痕が見られる。楔形

石器・彫器は、幅広剥片・縦長剥片を素材 としている。

分割原石 6点は、接合 して 3個体 となる。

434・ 423・ 631は接合 しひ とつの原石 となる。接合

時は最大長約 6cmで ある。原石は長軸に対 し90度の角

度で打撃を加えてられてお り、ここで 423が 分害1さ れる。

その後 423の あった面から長軸 と平行方向の打撃で 434

が分けられる。分割の経緯は 90度転移 した 2度の打撃

であるが、この資料は球果が非常に多い石材であるため、

あるいは 1回 の打撃で 2方向に剥離が起きた可能性 もあ

る。分割された原石か らはそれぞれ剥離の痕跡は見 られ

ない。

630。 633は上面・背面に礫面を残す。

なお、分割原石はすべて TSHGでブロンク 6に集中

する。この状況は、分害1原石の集中地点がデポなどのよ

うな石材の保管地点である可能性をもつといえよう。

剥片については、縦長承1片は 162点中 27点 (16.7%)

と少なく、石刃の 10点 と合わせても 37点 (228%)で、

他の石材と比べると少ない方である。

礫面をもたない ものは 162点 中 75点 (46.3%)と 、

他の石材より低 く、剥片の半分以上は礫面を残 している。

全面礫面のものが 19点 (11.7%)と 高く、特徴的である。

産地別のなかでは、XOが他の産地 と比べ全面礫面のも

のが高く、XOが他の産地よりも丘の公園第 1遺跡に近

いことを示 している可能′性がある。

推定打撃方向は、両方向が 81点 (56.6%)と 多 く、

他の石材の傾向とは異なつている。単方向からの打撃は

少なく、少なくとも 2方向以上から打撃 されているもの

が多い。産地別では、XOで単方向のものが 71点 中 11

点 (15.5%)と 多 く、単方向がない他の産地のもの≧比

べ特異な状況を示 している。

打面の状況は礫面打面が 23点 (31.5%)と 一番多く、

単剥離打面や複剥離打面の多い他の石材 とは異なってい

る。産地別では、礫面打面は XOが 15点 (40.6%)と

多い。上記で、XOは礫面を持つ ものが多いこ≧を述べ

たが、それ ≧同調 している。打面の形態は、凸形が多く、

直線形が多い他の石材 とは違 う。産地別では NKで凹形

が多いが、他の産地は凸形が多い。

コーン、バルバー・スカー、 リップの有無は、おおま

かに見ると他の石材 と同じような傾向を示 している。産

地別では、XOで コーンのあるものがやや多 く、SWHD

で リップのあるものがやや多い傾向がある。バルブは

「中」のものが多く、「強」のものもやや多い。産地別で

は XOが 「強」のものが多く、他の産地は 「中」が多く

なつている。

端末部の様相は、どの石材も通常のものがほとんどで

あるが、黒曜石ではその他の形状も存在する。

折れ面があるものは 13i煮 (809%)で ある。その中

で意図的に折つた と考えられる折断面をもつ ものは 43

点 (26.5%)と やや多くあり、産地別で見て も XOで折

断されているものの割合がやや高い。TSTYは折れ面な

しの割合が高い。

剥片の分析をま≧めると、黒曜石の剥片は他の石材 と

比べ、①縦長剥片の割合が低い、②礫面をもつ割合が高

く礫面打面を持つものが多い、③推定打撃は両方向が多

い、④打面の形態は凸形が多い、⑤バルブの強弱は「中」

が多く「強Jがそれに次ぐ、という特徴がある。産地別

では、数が多いことも一因であるかもしれないが、X0

が背面の礫面の比率、推定打撃方向、打面の状況、コー

ンの有無、バルブの強弱、折れ面で他の産地 とは異なる

様相を示 している。XOは技術的に他の産地のものと区

別できる可能′性がある。

②チャー ト

○定量的な検討

チャー ト製の出土遺物 としてはナイフ・彫器・楔形

石器・石刃・RF・ UF・ MF・ 石核・剥片・砕片がある。

この内、剥片 。砕片とそれ以外の石器類を比較すると、

66点 (予1片・砕片)対 57点 (それ以外の石器類)であり、

54%対 46%で ある。数量が 1対 1に近く、石器・石核

を搬入 しているのか、もしくは剥片を搬出している可能

性を指摘できる。また、石器の中ではMFが最も多く、

全点数に対 し27%を 占めている。また、石刃の組成比

率も高い (■%)が後述するように、典型的な形態を持

つ石刃は 1点 しかない。定型的な石器の中では、出土し

た総点数に対して、彫器の比率が高い。

○定性的な検討

技術の介在を検討可能な資料として、接合資料の検討

が求められるが、丘の公園第 1遺跡ではチャー ト製の接

合資料は確認されていない。このため、技術の痕跡が残

されている資料 (石刃・石核・石器)を中心に記述して

いきたい。

石刃は 10′煮出土しているが、「両側縁・先行剥離面が

平行 しているJと いう、いわゆる典型的な石刃は 58の



みである (233は打面側が折損 しているため、全体の形

状は不明)。 多くは石核形状に規制 されたこ≧により斜

軸状を呈す る (617・ 311・ 279・ 200)か 、側縁が平行

しない形状 (365・ 359・ 452)を 呈す。石刃の打面は複

剥離打面 4点・単剥離打面 1点・調整打面 3点であるc

背面に頭部調整を有するものは 617の みである。279は

剥片剥離前段階における石核形状の補正を企図したと考

えられる稜上調整が加えられた石刃である。523-1も微

弱ながら稜上調整が加えられている。これ らは作業面の

肥厚部の厚みを減 じることを目的として加 えられたと考

えられる。石刃の中で微細剥離 。使用痕が観察されるの

は 6点あ り、折れ面を有する剥片を含めると 77%を 占

める。

チャー ト製の石核は 2,ヽ確認 されている。 188は縦断

面が三角形を呈 してお り、表裏に剥離痕が残置 している。

裏面側の打′点が打面側の剥離によって切 られていること

から、打面再生により石核形状が縮小化 されたと考える

ことができる。 しか し、打面側に礫面が見えることから、

石核形状の大きな改変があつたとは考えられない。表面

にある承1離面形状からも、幅広剥片の獲得を企図 した石

核であると位置づけることができる。185は板状礫の小

日面を作業面とした石核である。打面作出のために、作

業面側から大きな剥離を加えているが、礫面も残置 して

いる。作業面に残 された剥離面を観察する限 り、得 られ

た隷1片 は縦長もしくは幅広剥片であ り、石刃獲得を目的

とした技術は確認 されない。これ らの石核の存在により、

石刃技法以外の剥片剥離技術の介在が予想 される。

石器 としては、ナイフ 。彫器・楔形石器・RF・ UF・

MFが ある。ナイフ・彫器は、198だ けが石刃素材で作

られ、他は縦長承1片素材である。RF・ UF・ MFは縦長・

幅広承I片などを素材 とするものが多い。

チャー ト製石材を対象 とした石刃は母岩のサイズなど

に規制 されたためか、形状が必ず しも一定ではない。ま

た、石刃は定型的な石器の素材 として必ず しも用いられ

た訳ではない。む しろ、石刃に残る使用痕跡の比率が高

いことから、石刃 自体を使用することを主眼に剥片剥離

を行つていた可能イ性がある。また、RF・ UFoMFは縦長・

幅広剥片な どを素材 としていることか ら、石核 185。

188は不定形な剥片を生産 し、素材縁辺を利用 していた

のかもしれない。つまり、丘の公園第 1遺跡におけるチ

ャー ト製石材を対象 とした剥片剥離技法は、石刃技法 と

幅広剥片獲得のための技術に分化 される。幅広剥片獲得

のための技術は石刃技法で縮小 した石核を用いる二次的

なものではなく、独立 した技術である可能性が強い。こ

れ らの技術を復元 し得る接合資料が確認 されないことか

ら、得 られた石刃 。剥片、製作 された石器、石核は搬出

された可能性が高いといえる。

剥片については、縦長剥片が 67点 中 2i点 (31.3%)

溢やや高い傾 向がある。礫面を持つ ものは 67点中 27

点 (403%)と 、黒曜石 と比べると少 し低く、水晶と同

じ割合である。

推定打撃方 向は、多方 向が 67点 中 35点 (52.2%)

と多く、珪質頁岩 と同傾向である。

打面の状況は、単剥離打面がもっとも多く、打面形態

は直線形が最も多 くなっている。コーン、バルバー・ス

カー、 リップは他の石材 と同様の傾向を示 している。バ

ルブの強弱は 「弱」が 46点中 23点 (50.0%)と 多く、

水晶と同じである。端末部の様相は通常が多 く、他の石

材 と同様である。折れ面は、偶発的な折れが多いことは

他の石材 と同 じである。

まとめると、チャー トの剥片から見られる特徴は、一

部では水晶と、他の一部では珪質頁岩 と同じになる場合

がある。水晶と同傾向は、縦長予1片の比率、礫面の比率、

バルブの強弱、端末部の様相である。珪質頁岩 と同じな

のは、打撃の方向、打面の状況である。石器を作る剥片

剥離技術の上で近い関係は、珪質頁岩の方といえようか。

③水晶

水晶の剥片剥離技術は石刃技法 とそれ以外の技法遊が

ある。

水晶製のナイフ形石器 では 555。 551・ 527・ 503が

石 刃 素 材 で あ り、502・ 602・ 567・ 481・ 412・ 619・

472・ 663。 467'564の石刃が存在するので、石刃技法

を用いた剥片剥離技術があつたことは確かである。 しか

し、543等 の石核は石刃石核ではなく、確実な石刃石核

は出土 していない。また、ナイフ形石器や石刃は無色透

明のものが多いが、無色透明な原石や石核で石刃より大

きなものはなく、この調査区で確実に石刃技法による剥

片剥離がなされたかは断定 しづ らい。石刃は他の遺跡で

剥離 し、それをこの遺跡に持ち込んでいることも考えら

才tる。

出土 した石核は、定型的な石器に使用 される透明なも

のではあるが小形のものが多い。石刃以外の剥片も小形

のものが多いので、この調査区の主な剥片剥離技術は、

図 19の 543の石核が示すよ うに、石刃ではなく小型の

剥片を剥離す るものが主流であつた と考えられ る。硬

質な水晶から石刃を剥離するには高い技術が必要 と思わ

れ、どの集団でも行える技術ではなかった可能性 も考え

らヤLる 。

水晶から作 られる石器は、ナイフ形石器・削器 。RF。



MFと 限定される。水晶特有の硬質な縁辺部を利用 した

「切る」 といった作業に用いられたと考えられよう。ま

た定型的な石器はナイフ形石器 と削器だけであり、削器

は石核石器であるので、剥片剥離技術を用する石器はナ

イフ形石器に限られる。彫器や楔形石器に偏るチャー ト

を補完するように水晶製の石器が存在するようである。

剥片については、縦長剥片の割合は、チャー トとほぼ

同じの 101点 中 36点 (35.6%)である。

礫面の比率は、ないものが 101点 中 59点 (58.4%)

とチヤー トと同傾向であるが、水晶は半分以上礫面を残

すものが多く、チャー トとわずかに異なっている。

推定打撃方向は、チャー ト・珪質頁岩 と同様に多方向

が多いが、単方向も 97点 中 38点 (39.2%)と 少 し差

異がある。

打面の状況は複剥離打面が多く、他の石材 とは様相を

異にする。打面形態は直線形が多 く、チャー ト・珪質頁

岩 と同じである。

コーン、バルバー・スカー、 リップの有無・折れ面は

他の石材 と同じ傾向を示 し、バルブの強弱・端末部の様

相はチャー トと同じである。

水晶は、主にチャー トと同傾向のものがあるが、打面

の状況は独 自の様相を示 してお り、他の石材 と技術的な

差があると言えよう。

④珪質頁岩

珪質頁岩は、黒曜石 。チャー ト・水晶と比べ資料数が

少ないが、石刃技法とそれ以外の技法が存在する。

209・ 512・ 645・ 615。 595・ 581'300は石刃であり、

646の石核 も石刃石核に類似するものなので、石刃技法

の存在は確認できる。図示はしなかつたが大型の幅広剥

片があるので、石刃技法以外の剥離技法も確認できる。

しかし、珪質頁岩はほとんど母岩が異なり、各母岩は数

第12表 剥片分析結果の概略

点 しかなく、小 さい剥片もほとんどないので、この調査

区で剥片承1離 したことは断定できない。おそらく他の遺

跡で剥片剥離 した剥片 (石刃を含む)や石核を持ち込ん

でいる可能性が高いであろう。剥離をしたとしても数回

程度であったと思われる。

珪質頁岩の石器は、ほとんど石核 と石刃だけで、定型

的な石器がないことが特徴である。石刃も他の石材のも

のと比べ、サイズが大きい傾向がある。

剥片については、縦長剥片の割合が 18点中 4点 (22.2

%)と 、水晶。チャー トと比べやや低い。礫面の比率は、

礫面な しが 18点 中 13点 (72.2%)と 高 く、礫面をも

たないものが多い。

推定打撃方向は多方向が 18点 中 12点 (66.7%)と

多 く、打面の状況は単剥離面が ■ 点中 7点 (63.6%)

と多 く、どちらもチャー トと同傾向である。打面の形態

は、直線形が多く水晶 。チャー トと同じである。

コーン、バルバー・スカー、 リップの有無は、おおま

かに見ると他の石材 と同じであるが、バルバー・スカー

のない割合 とリップのある割合が、他より少 し高くなつ

ている。

バルブの強弱は、「中Jが 13点中 6点 (46.1%)と 多く、

黒曜石 と同じであるが、「弱」がやや多いところで若千

異なる。

端末部の様相は、 1点 を除き全て通常である。折れ面

は他の石材 と比べ 「折れ面なし」が少 し高い。

珪質頁岩の剥片は、推定打撃方向と打面の形状でチャ

ー トと同傾向で、打面の形態で水晶・チャー トと同傾向

である。それ以外では、おおまかに見ると他の石材 と同

じであるが、細かく見ると少 し差がある。

引用文献

竹岡俊樹 1989『石器研究法』言叢社
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①縦長剥片の割合

磯

珪質頁岩   1

第13表 剥片分析結果

③背面の剥離面の方向から推定される打撃方向

磯 緻 御 ω 卜 彩 いもの

他と比べ特徴的なもの

産地別 単方向 両方向 多方向

XO 11工ゆ 3949

NK lC 00, 5 2639

Sヽ丞/HD    18 009 4 222,

「
STY     18 009 7 3899

②背面の礫面の比率

石材別 全 面 半分以上 半分未満 なし

黒曜石    16ち ９

・
ni駒 17

水晶 4

チャート    6; 0 6 0Ct 343,

珪質頁岩   1 0 111 3

産地別 全 面 半分以上 半分未満 なし

XO を&り

NK 2 9 5男 7

3ヽVHD 1 0 111 7

「
STY      l 1 1 7

④打面の状況

石材別 単剥離打面 複剥離打面 線打面 点打面 礫面打面

黒曜石    7 699

水 品 4( 5 0 009

チャート    3と 2 6 3 94,

珪質頁岩    11 182V 1 1

産地別 単剥離打面 複剥離打面 線打面 点打面 礫面打面

XO 3i 9 108朝

NK 1 2 200黎 1 2 200朝

3WHD 2 250, 1 125朝 1

「
STY     ユ 1 1

⑤打面の形態

石材別 凸 形 直線形 凹 形

黒 III石     ∈ 159,

水晶 1

チャート    2( 3859

珪質頁岩   1 2 200,

産地別 凸 形 直線形 凹 形

XO 2739

NK 31 375常 1

Sヽパ/HD

TSTY     ll 1 3 2739
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⑥コーンの有無

珪質頁岩   H

第13表 剰片分析結果

⑦バルブアスカーの有無

珪質頁岩   11

③リップの有無

珪質頁岩   H

③バルブの強弱

石材別 強 中

黒曜石 |■●1鈎 #乾a
水品 5〔 2839 2459

チャート    4( 6 1309 17 3709

珪質頁岩   1 2 えミ懇導工隷魏
産地別 強 中

XO

NK 3

SWHD 0 1

rSTY 1 3

⑩端末部の様相

石材 別 通 常 ちょうつがい状 階段状 アーチ状

黒曜石 |ル単オ・
~6
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珪質貢岩   1 1 839 0 00%

磯 緻 団 衛 洋 彰 いもの

響夕絡浄他と
'ヒ
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「
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①折れ面

石材別 折断 折れ 割れ 折れ面なし
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水 晶 8

チヤート    67 0 009 2399
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3.該1片剥離作業の存否を判断するための剥片サイズ分

析

(刊 )分析の目的

ブロックがどのような場であったか、集落構成する要

素としてどのように意義付けできるかを検討するにあた

り、母岩資料の分析が必要となる。ブロックは母岩資料

が集積する場であり、ある限られた時間幅の中で取 り扱

われたであろう母岩資料について、個々の分布の意味を

検討 して、その総体 としてのブロックの意義を評価する

必要がある。

これまで、母岩資料個々について分布 を検討 してき

たが、それぞれ分散分布するものばか りで、個人が剥

片剥離を実施 した痕跡 とされる 「スポッ ト」 (安蒜政雄

1990)と いえるほどに集 中する分布は見出せなかった。

さらに、持ち込み個体を中心として成 り立つ遺跡の存在

が指摘 されている地域もある。本遺跡においても、持ち

込み個体が中心とな り、剥片剥離が実施 されなかったの

であろうか。

(2)分析の方法と着目点

そこでここでは、各母岩資料が剥片剥離を実施 してい

るか、持ち込み個体により成 り立っているかの 2つの可

能性について検討 し、母岩資料を分類することを目指す。

その際、その遺跡で剥離 された可能性があると考えられ

る剥片・微細剥離剥片・砕片の長 さを検討する。

長 さを検討する理由は、承1片剥離作業によって最も多

く出現するであろうサイズが、目的とする剥片のサイズ

があるにもかかわらず、ある一定のサイズに集中するだ

ろうと想定できるため、剥片剥離を実施 した母岩資料の

分布モデルが想定可能である点である。そのモデル との

比較で、剥片剥離を実施 したかどうかを比較する。

剥片剥離が実施 された場合、最も小さいものが最も多

くなると推定される。例えば、剥片剥離 されて出現 した

剥片や砕片の長 さを l llullの 区間で集計 した場合、最も小

さな l llull未 満の区間が最も多くなるはずである。しかし、

l llull未 満のものはパウダー状の極微細石片が相当量含ま

れるため集計は不可能である。また、発掘作業によって

発見されるとい う段階を経た場合、見逃 されてしま うも

のが相当量出現する。発掘作業では 2 11ull以 下の資料はほ

とんど見逃 されてしま うことが把握 されている。さらに、

311111か ら 10111111に かけて発見 される確率が高 くな り、10

11ull以上の資料のほとんどが発掘で回収されることが確認

されている。この辺の実相については研究史があり、以

下その概略を示す。

(3)研究小史

岡澤祥子氏は、剥片剥離によって出現する剥片のサイ

ズ分布を実験によって検討 している (岡澤 2000)。 それ

によると、北海道十勝産黒曜石から石刃を承1離 し、その

石刃を素材 として周辺加工の尖頭器 を製作す る過程で

生 じた剥片について、フルイを用いて 0.25 nun以 上の長

さのものを対象に集計 している。礫面のついた黒曜石原

石を剥片剥離が行える石核の状態にする工程 (B-1)、

その石核から石刃技法によつて素材を剥離する工程 (B

-2)、 素材から尖頭器を製作する工程 (B-3)に 分

けて、それぞれの工程で出現する剥片のサイズを集計 し

ている。 どの工程でも 8 11ull未 満の資料が全体の 99%を

占め、 211411未満の試料が最も多くな りB-2で は l l1411未

満が最も多くなるが、B-1と B-3で は l llLll未 満の試

料が 1～ 2 11ullの 試料よりもかな り少なく、特にB-3で

その傾向は強い。

桜井準也氏はサンプ リングエラー (Sanlple bias)の検

討なかで実験データに着 目し、佐藤宏之氏が行つた実験

結果を引用 して分析 している (桜井 1990)。 和田峠産の

黒曜石を用い、原石から歌1片剥離を行 う (実験 No.1)、

和田峠産 と白滝産の黒曜石を用い、原石から剥片歌1離を

行 う (実験 No.2)、 石製や鹿角製ハンマーを用い、和田

峠産 と白滝産の黒曜石剥片からナイフ形石器を製作する

(実験 No.3)、 石製や鹿角製ハンマーを用い、山形県月

布川産頁岩 と多摩川産チャー トを用いて、原石から素1片

剥離を行いナイフ形石器を製作する (実験 No 4)実験

である。剥片からナイフ形石器を製作する段階を含む実

験 No.3。 4では、 5 11ull以 下の試料が占める割合が最も

高く、ナイフ形石器の製作を含まない剥片剥離のみの実

験 No。 1・ 2では 5～ 7.5111111の 試料が最も多くなった。

桜井氏はこの論文の中で、東京都小金井市はけうえ遺

跡 と東京都東久留米市多聞寺前遺跡の発掘成果を引用

し、遺物回収率 (手掘 りにより回収された資料数を、手

掘 りにより回収 された資料数 と水洗選別により回収 され

た資料数を足 した資料数で割つた数値)の増加傾向は 3

～ 4 11ullか ら急に高ま り、 10 11ull付 近で増加率が低 くな り、

15 11ull程 度でほぼ 1(100%)になるとい う傾向を確認 し

ている。こうした状況を実験データに反映させて比較す

ると、サンプリングエラーを考慮 した剥片のサイズ分布

は近似 した分布形を示すようにな り、工程別の違いを把

握 しず らくなることが提示 されている。

他にも、阿部祥人氏 (阿部 1982)や、佐藤宏之氏 (佐

藤 1983)、 保坂康夫 (保坂 2003)な どでサンプリングエ

ラーについて検討 され、 2～ 3111111未満の資料がほとんど

見逃 され、101111以上ではほぼ 100%の資料が回収されて

いる状況が把握 されている。

なお、ここでは石器製作については特に検討 しない。



石器製作は微細な矛1片 を根拠 ≧するか、ブランチィング

チップなど定性的なある特徴を持つ剥片・砕片が根拠 と

なるが、微細歌1片は発掘過程で見落 とされる可能性が高

く、定性的な特徴 も今回は把握できなかつた。 しか し、

石器作 りがまったくなされなかつたと考えるのは無理が

あるであろう。

(4)剥片剥離モデルと持ち込み個体モデルの提示

今回は、母岩資料単位で検討するため、資料数が少な

く集計区間を細かくすることはできず、 51111の 区間で集

計 した (第 101図 )が、前記の研究史から想定できるの

は、 5～ 9 11ullの 区間や 10～ 15 11ullの 区間が最大で、他の

区間が漸減する資料がある場合、剥片剥離を行つた可能

性のある母岩資料 とすることができる。

一方、持ち込み個体のモデル として、石器のみの資料

の長 さの分布を検討する (第 101図 )。 石器 として集計

したのは、RF、 ナイフ形石器、彫器、削器で、MFや
UFは含まない一群である。 さらにナイフ形石器 とMF

とを別に集計 した。石器全体をみると、20～ 24 11ullの 区

間に 22%最大値があ り、それ以上の区間に分布が分散

するが、20 11ull未 満の区間にはほとん ど分布 しない。ナ

イフ形石器 も同様な分布を示 し、石器点数で最も多いナ

イフ形石器が石器の分布に強い影響を与えている情況が

見て取れる。MFの 分布は、15～ 1911111と 20～ 24 11ullの

ふたつの区間に 28%ずつが集ま り、やは りそれ以上の

区間に多 く分布 し、 15111111未 満の区間には分布が少ない。

MFは ナイフ形石器に比べてやや小型剥片が多く選定さ

れる傾向が見て取れる。

ナイフ形石器は、加工されて本来選択 された素材が縮

小 している可能性があり、もともと選択 されたであろう

素材の長 さを示すものではないが、MFに ついては使用

するのに必要な素材の長 さそのものを示 してお り、使用

に必要な選択 された素材のモデル として採用することが

できる。最大値を示す区間は 15～ 19 11ullと 20～ 24 11Lllの

2つ の区間にあ り、それぞれ 28%であるが、それ より

短い区間である 14 11ull以 下の区間には 5%しか存在せず、

急激に分布量を減退 させている。最大値より長い 25 11ull

以上の区間に 36%が 分布 し、グラフ右側に分布が尾を

引き偏った形体を示 している。

(5)母岩資料を構成する剥片の長さの分布と解釈

ここでは、各母岩資料の内、20点 以上の資料を持つ

ものについて剥片の長 さを集計 した。また、希少石材に

ついては石材 。原産地単位でも検討 し、全体での傾向を

把握 した (第 101図 )。

石器やMFの 分布に近似するものは、珪質頁岩は全体

で見ても、 15 11ull未 満にほとん ど分布がなく、大型な剥

片主体である。 50 11ull以 上の剥片が最 も多 く、 14 11ull以 下

には 8%しか見 られない。同様に、弱瑞、碧玉、玉髄、

泥岩、 トロ トロ石、AGKT2、 WDTYの石器 を含む希少石材

群 も 15 11Lll未 満に分布が見 られない。 これ らは、持ち込

み個体が主体を占めている可能性が高い。

水晶母岩 1は 20～ 24 11ulの 区間に最大値があり、左右

ほぼ均等な正規分布 に近い分布形 を示す。他の母岩資

料や石材は、10 Hull台 に最大値があるものばか りであり、

最大値の区間の長 さを中心に、剥離 された諏1片の中から

選別 された結果 とも見ることができる。水晶は、原石が

それほど大型のものは得 られないのに姑 し、硬いために

思 うように剥離ができず、石材を持ち歩 くよりも、原産

地で剥片剥離 し、適当な剥片を持ち歩いた方が合理的で

あつた可能性がある。

このほかに、 15 11ull以 上の区間に最大値があるのは、

水晶母岩 3、 チャー ト母岩 1-B、 チャー ト母岩 2-A
である。 しか し、まったく剥片剥離がなされていなかっ

たとは言い切れない。他の石材に比べて、発掘段階で見

逃 されやすい特徴をもっている≧も考えられる。たとえ

ば、水晶は透明なため、地の上の色が透過 され、探 しづ

らいことが考えられる。チャー トは表面に付着 した土が

剥がれづ らく、土 くれ との区別が難 しい場合が多い可

能性 もある。最大値 より左側の区間、短い区間に 19～

37%と 比較的多くの剥片の分布が見 られ、左右対称に近

い分布形である。剥片剥離がなされ、持ち出しが少なかつ

たと考えられる。XO母岩 1は、10～ 14111111の 区間に最大

値があるものの、分布形が前記 と近 く、同一類型に分類

可能である

一方、XO母岩 3・ 17や TSTY全体は 10～ 14 11ullの 区間

にピークがあり、剥片剥離がなされている可能性が高い。

さらに、右側の分布がかな り少なく限定的であり、持ち

出しが多かつた資料であることが推定される。

SWHDは、20111111以 上の区間に多 くの資料が分布す るが、

10～ 14 11ullの 区間に小規模なピークが見 られる。持ち込

み個体を主体 とするものの、少数ながら一部の母岩資料

で剥片剥離作業もなされているとい う状況を示 している

のであろう。

(6)小結

承1片サイズの分析から剥片永1離作業を実施 した可能性

の高い母岩資料の存在を抽出できたが、平面分布は分散

的であつた。剥片剥離のための打撃がある地点で集中的

になされるのではなく、剥離打撃の場所が分散 し、小規

模な打撃が地点を変えて分散 して実施 される状況があつ

たものと思われる。

保坂は 10硼未満の砕片の出土点数を検討 し、剥片剥



離作業が実施 された母岩資料について、 1・ 2回程度の

極端に少ない回数の剥離打撃 (剥片や砕片が剥離 された

打撃)が実施 された小規模剥離打撃群 と、前者 とは相当

剥離打撃の回数にひらきのある大規模剥離打撃群の両者

が認識 されるとした (保坂 2003)。 丘の公園第 1遺跡で

は、小規模剥離打撃群 と持ち込み個体とにより構成 され

る遺跡 とすることができる。剥片剥離が実施 されたと判

断された母岩資料においては、小規模剥離打撃が地点を

変えて分散 して実施 され、ブロックから他のブロックヘ

と持ち出し、持ち込みされた資料によつて構成 されてい

るものと理解 される。
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第 3節 丘の公園第 1遺跡の移動集

団と集落像

1 1ま じめに

今回の調査で把握・区分 された、集落構成要素は、石

器 。剥片類の集中分布である 「ブロックJと やや散漫な

分布ながら、それに準ずるまとま りである 「散漫分布域」

である。ブロックを 7ヶ 所、散漫分布域を 5ヶ 所区分 し

た。これ らは、視覚的に捉えられた遺物分布であり、石

材や母岩資料の分析などから別の区分を提示する必要が

ある場合が生ずる可能性がある。 ここでは、本遺跡で展

開した分析を総括 しながら、集落像、集団像を描出して

みたい。

2 石器・剥片分布に関する 4つの分析領域

これまでの検討は、ブロック、石器器種、石材・原産地、

母岩資料の 4つの違った領域に関するものであり、それ

ぞれ違つたレベルの対象を描出 していると考えられる。

(1)ブロック区分に関する分析

ブロックは視覚によるニュー トラルな分布区分であ

る。石器・剥片を同じドットとして等価に扱い、 ドッ ト

の分布領域を区分する。列島の旧石器時代遺跡には、住

居、炉などの構造物が発見 され ることが極めて稀であ

り、そ うした構造物に影響 され人間行動が制限や方向付

けされて遺物分布に反映 し、間接的に構造物の存在が認

識 されることを期待 した分析 となる。そ うした視点の分

析については、ビンフォー ドが提示 し、栗島義明氏の分

析もある火処を中心とする ドロップ・ トスゾーンに関す

る分析がある (栗島 1989)。 また、山中一郎氏が紹介 し

ているフランスのパンスヴァン遺跡でル ロア・グーラン

が行つた空間分析がある (山 中 1984)。 直接的に認識可

能な空間構造を顕在構造、遺物分析によつて導きだされ

る不可視な構造を潜在構造 とに分けて分析を進めている

が、顕在構造の影の存在や、顕在構造が存在することで

潜在構造に示 された影響を検討 し住居跡の存在を推定す

る視点もこの分析に関わるものである。ブロックは集落

を構成するひとつの単位 とされ、住居・炉 。作業空間な

どとの関係が想定され、集落景観論の論議の基本単位 ≧

なる。

(2)石器器種分布に関する分析

機能・作業の場の抽出が期待 される。微細剥片が集中

分布する区域、ナイフ形石器や彫器が多 く分布する区域

が区分できた。微細剥離剥片はチャー トを中心とするが、

黒曜石や水晶などの他の石材を含めてある区域への集中

分布が確認できる。剥片を用い、微細剥離が生ずるよう

なある作業が集中的に実施 された区域=場の存在が推定

される。 ブロンク 2か らブロック 31こ またが り、 ブロッ

ク区分 とは一致 しないが、後に指摘する石材の分布区分

とは一致する。 ここではこれを「微細剥離剥片集中区域」

と呼ぶ (第 102図 )。

ナイフ形石器は、微細剥離剥片集中区域 とは違 う区域

に多 く分布する (第 103図 )。 ある区域に集中す るので

はないが、ブロック 4・ 5と 散漫分布区域 5に偏在する。

22点 のナイフ形石器 の内、15点 がこの区域に分布 し、

内容を見ると、大型の二側縁力日エナイフ形石器を中心と

している。 この区域以外では、小型ナイフ形石器 と部分

加エナイフ形石器が中心である。

大型の二側縁力日エナイフ形石器を中心としたナイフ形

石器の使用・廃棄・遺棄が盛んな区域 といえる。ただし、

すイフ形石器は狩猟具 と考えられ、常に携帯されていた

溢考えられることか ら、作 り替え・廃棄が集中的になさ

れた区域 =場であった ≧も考えられる。ナイフ形石器分

布区域は、水晶集中分布区域内にあり、水晶集団がこの

場所に到来 したのが、ちょうど大型の二側縁加エナイフ

形石器を中心としたナイフ形石器を集中的に作 り替える

季節・時期にあたつていたとも考えられる。対時する区

域が小型ナイフ形石器 と部分加エナイフ形石器を中心と

する点も季節性 との関連性を推定させ る。 したがつて、

場 とい う意味と、作業の季節性 とい う意味と両方を視野

に入れて解釈する必要があろう。

彫器についてはチャー ト、黒曜石が多く、水晶にはな

いといつた石材・原産地の特徴が空間分布に表れている。

楔形石器 もSWHDを 中心とし、水晶がない点で、水晶

分布の濃い部分には分布 しない特徴が指摘できる。石材・

原産地 と石器の使用・廃棄 とが関連 していることを示 し、

ナイフ形石器を集中的に作 り替える季節・時期 とは違つ

た季節・時期に、彫器や楔形石器の使用・廃棄・遺棄が

盛んな季節・時期を想定する必要性があり、その季節・

時期に到来 した移動集団の存在を示すひとつの資料 とな

る。同様な状況は、丘の公園第 2遺跡でも描出されてい

る (保坂 1999)。

(3)母岩資料分析

砂川遺跡の個体別資料分析によつて開始 され (戸沢

1968、 砂川遺跡調査団 1974な ど)、 ブロックを単位 とし

たその共有関係 を論議することで、集団関係を提示する

研究が展開 された (鈴木 1987、 稲 田 1977な ど)。 石核

単位での厳密な資料単位 を個体別資料、遺跡で確認 され

る原石単位のゆるやかな資料単位を母岩資料 と呼ぶ とす

る二十嵐彰氏の提言を受けて、ここでは母岩資料を用い

る (五十嵐 1998)。 石器集中部を住居や集団の単位 とし



て提え、接合や母岩の共有関係を人間関係 として捉えて

いたこれまでの 「遺跡構造論」に対する痛烈な批判が、

野 口淳氏によつて展開されている (野 口 2006)。 分析の

手段・方法 としての部分 と、説明・解釈の方策 としての

部分が区別 されていないのが問題 と指摘する。母岩資料・

接合資料 とその分布を基本単位 とした分析法は行動論的

な遺跡の解析に有効な手段だが、個別パターンの抽出が

できるものの、分析モデルの構築 (解釈論)にはなお検

討が必要 としている。

母岩資料からは、接合資料 と違い剥離の前後関係は分

析できないが、ある限られた時間内での剥離作業で出現

した一連の設1離作業群であることから、ある近接 した連

続する作業により残 された 「時間単位」 とい う同時存在

資料群とい う意味合いも認めるべきである。母岩資料を

共有する分布単位は同時に存在 していた可能性が指摘で

き、構造物の配置や機能の場の組み合わせを考える時に、

欠 くことのできない視点となる。

今回の整理作業では、接合資料があま り把握 されな

かったが、接合作業の不十分を示すものではなく、単位

母岩あた りの作業量の少なさ、剥離打撃回数の少なさや、

持ち出された剥片や石器が多かったといたことが原因と

して考えられる。接合関係が少ないとい う現象 も、母岩

資料の特徴を示す、ひとつの考古学的事象であると認め

ら才しる。

本遺跡の分析で、まず母岩資料の重量別分布から、石

器の自然移動 と人為的移動 とを区分 しようとする試みを

実施 した。ある程度の資料数を擁する母岩資料を対象 と

する限定性はあるものの、単一の母岩資料の分布の中で

重い石器・談1片が地形上の上位にあり、軽いものが下に

あるとい う状況は必ず しも成立せず、離れて分布する同

一母岩資料を構成する石器・剥片は人為的移動が考えら

れるとい う結果が導き出された。

母岩資料の分布をブロンク単位で見た場合、複数のブ

ロックに分布するのが通例だが、ある特定のブロックに

量的に卓越 して集まるもの≧、複数のブロックに平均的

になべて分布するタイプとが把握 された。こうした母岩

資料保有のアンバランスが論議の課題 となる。

しかし、ブロック内での平面分布のあり方を改めて検

討すると、単一の母岩資料はある限定 された空間に集中

分布することはほとんどなく、分散分布する状況が把握

された。安蒜政雄氏は単一母岩資料の集中分布を「スポン

ト」と呼び、個人の剥片剥離作業が背景にあるとした (安

蒜 1990)が、本遺跡ではこれを抽出できなかったので

ある。これは、ま1片剥離 された場所が特定できなかった、

すなわち本遺跡では持ち込み個体が中心であ り、剥片剥

離作業はなされなかったとい うことにはならないと考え

たい。先にも述べたとお り、単一母岩資料単位の剥片剥

離作業量の少なさが問題 と考えられる。

そのことの左証 として、各母岩資料の剥片の長 さの構

成状況を検討 した。剥離作業がなされたならば、最も短

いものが多 く分布 しているはずである。長 さ 2 11ull未満の

ものは発掘調査で見逃 され る可能性が高 く、10 11ullま で

大きいものほど発掘調査で把握 され取 り上げられる確率

が高 くなると考えられる。 したがって、 10111111前 後が最

も多くなるような分布を示す母岩資料は承1片剥離作業を

行つたもの、それ以外は、持ち込み個体であるとするこ

とが可能である。 こうした検討か ら剥片剥離作業を行つ

たものと考えられる資料については、平面分布において

その場所を特定することはできないながらも、小規模な

剥片剥離作業が実施 されていた可能性を提示できる。剥

離作業は 1母岩資料で複数の場所で行われ、剥離作業の

場所を転々としていたものと思われる。

(4)「原産地」および 「石材産地」 と石器・剥片分布

石材についての最近の研究動向 として注 目したいの

は、日村隆氏の研究である (田 村 2005)。 石材産地 とな

る岩体 =地層 と石器群の構造的な変換過程 とを関連づ

け、埋め込み戦略を基盤 とする旧石器時代の地域集団の

生態 とその変遷 とを叙述する古民族誌を泥唱 している。

もはや石材は単純な石の分類ではなく、石材産地を想定

した分類が必要 ≧なる。

黒曜石については望月明彦氏により蛍光X線解析装置

により産地分析を全点について実施 してお り、原産地別

に空間分布を分析する必要がある。黒曜石同様に他の石

材についても、イコール原産地の レベルでの資料群の把

握が必要である。他の石材については理化学的分析を実

施 して客観的に提示 されたものではなく、あくまで母岩

資料分析の延長 として、視覚によ り色調やスジなどの特

徴をとらえ、分類 した資料群の統廃合により晃示 される

ものであるので、黒曜石で提示 される「原産地Jと は違

う意味合いとなる。 しか し、母岩資料の空間分布分析を

基礎 とする分布区分の背景は、単なる「石材」の分布 と

も区別 されるべきものであり、ここでは 「石材産地Jの

言葉を用いることとする。

具体的に各石材の状況を見てみると、水晶については、

母岩資料が 1個 の原石を意味するものではなく、複数の

結晶体が同一母岩資料 として認識 されている可能性が高

く、母岩資料=石材産地である可能性 も含んでいる。母

岩資料の分布を見ると、複数の集 中部が認識 され、それ

ぞれが別の結晶原体に関連する可能性がある。水晶の結

晶原体の剥離作業の状況を示すものとしては、石核が 1



点確認 されているのみである。数枚の剥離を行つている

程度で、結晶面が各面に残存する状況であり、こうした

設1離 を各結晶原体で繰 り返す としたならば、遺跡にさら

に多くの残核が残 されて しかるべきであろう。剥片のサ

イズの分析の結果、比較的大型の承1片 に集中する傾向を

持つ母岩資料が確認 され、石材産地付近で剥片剥離作業

を行い、談1片 のみを持ち込んでいるとい う、水晶とい う

石材の持つ特性か ら生 じた石材消費のあり方 も存在する

可能性が指摘できた。水晶は透明 。白色の金峰山周辺産

のものと (水晶 2・ 3)、 電気石などの 「草」を含む塩

山北方の竹森産のもの (水 晶 1)と が区分可能である。

構成資料数が少ないものの、ブロック 7を 中心として分

布する水晶 4は、石材産地を異にしている可能性 もある

(第 104図 )。

チャー トでは、同一の母岩資料でも原石の位置によつ

て特徴の変化が激 しいことが考えられ、母岩資料がひと

つの原石の剥離打撃の位置の違いを反映 している可能性

がある。そ うした視点で、分類を階層的に行い、近似す

る特徴のものを分布図で確認 してみたところ、細分 され

たものではまとま りがなく分散 していたものが、中位の

分類でまとま りをもつようになり、そのレベルでひ とつ

の原石 とい う意味での母岩資料を提示 した方がよいよう

に認識 された。チャー トはブロンク 5や散漫分布区域 5

の区域に分布す るものが少ないが、チャー ト2群が分布

し、チャー ト1群は分万 しない (第 105図 )。 両者が石

材産地を異にしている可能性がある。石材産地 となる岩

体は、周辺では奥秩父山地を中心とする秩父帯、関東北

部の足尾帯、飛騨山脈南部の美濃帯などが考えられる。

3 原産地・石材産地の違いによる分布の区分

本遺跡の石器・剥片の分布を検討するなかで、黒曜石

の原産地群、チャー ト、水晶などの石材単位での分布状

況がそれぞれ個性的であり、分布の特性を把握するのに

有効であることが判明してきた。原産地・石材分布の背

後には、集団の 「移動単位」 とい う視点が期待 される。

移動 してきた集団の石材保有の何 らかの単位性が分布に

示されているとい う視点である。移動の集団単位が、集

落を構成する単位であり、社会を構成する単位的な集団

である可能性がある。その場合、石材の分布は石材産地

の違いを反映 している可能性が高い。

原産地・石材分布を検討すると、ブロックのくくりが

そのまま踏襲 される場合もあるが、複数のブロックが統

合 された り、ひ とつのブロックが区分された り、複数の

ブロックの一部・部分相互が集まり統合 される場合もあ

り、ブロックとは必ず しも対応 しない場合もある。ここ

では、一端、原産地・石材分布のみで分布をくくり、そ

のくくりとの母岩資料分布 との関係、ブロックとの関係

を検討するなかで、最終的に総合的な評価を行いたい。

まず、資料数の多いXO、 チャー ト、水晶については、

ブロック単位で見るとあるブロックに母岩資料の構成資

料が比較的多く保有 される場合が多いとい う傾向が把握

された。平面分布上も同一原産地・石材の複数の母岩資

料が重な り比較的多くの資料が集まる集中区域を構成す

る場合が指摘できる。ブロックと同様に lm方眼の方格

法で検討すると、 5点以上の資料が核 とな り、その周辺

にそれより少ない方格が隣接 し、 3～ 5mほ ど径をもつ

区域を構成 している。これを 「原産地・石材集中分布域」

と呼ぶこととする。

XO、 水晶については、ひ とつの原産地・石材集中分

布域がひ とつのブロックの核になるような状況が確認で

きる (ブ ロック 1・ 3・ 5)。 一方、チャー トの原産地・

石材集中分布域については、TSHGに ついて、原産地・

石材集中分布域 とは認識できないものの比較的高い密度

の集中分布があ り、両者が寄 り添つてひ とつのブロック

を構成 している (ブ ロック 6)。 黒曜石の原産地別の母

岩資料集中分布域が複数寄 り添ってひ とつのプロックが

形成 されている場合に対 し「原産地クラスター」とい う

名称を与え、石材の管理が原産地別に行われていたこと

を提示 した (保坂・望月・池谷 2003)。 ブロック 6の状

況は、「原産地クラスター」である可能性がある。なお、

このTSHGの まとま りは石核 と分割原石の集合であ

り、石材をまとめたキャッシュとしての性格が推定され

る。

一方で、散漫ながら原産地・石材分布のまとまりも指

摘できる。 4′点未満の方格ばか りであるが、それぞれ隣

接 し、 5～ 7mほ どの径をもつ方格のかたま りが構成 さ

れている。これを「原産地・石材散漫分布域」 と呼ぶこ

ととする。これは複数ブロックにまたがって分布 してお

り、ブロック 2・ 3にまたがってXOと チャー トの原産

地・石材散漫分布域があり、散漫分布区域 5と ブロック

3にまたがって水品の原産地・石材散漫分布域がある。

原産地・石材集中分布域 と原産地・石材散漫分布域 と

は寄 り添つてある区域を占拠 しているが、さらに両者を

取 り巻 くように相互が接 しない方格が分散 して分布する

区域がある。それ らが分布する区域には限界があり、 4

m方眼まで方格を拡大 して分布をみるとその状況は明瞭

である。すべての方格が接 し合い、石材の分布する区域

と分布 しない区域 とに区分 される。 4mの方格による分

布の境界を「原産地・石材分布限界」 ≧呼ぶこととする。

なお、原産地・石材分布限界内には、散漫分布域や集中

分布域 とは区分できないものの、比較的高密度の方格が



集まる部分があり、これがブロックと重なる状況が観察

できる。チャー トではブロック 5≧ 散漫分布区域 2、 水

晶ではブロック 7、 XOでは散漫分布区域 4であり、ブ

ロックの性格を考えるにあた り留意する必要がある。

各方格内にある石器 。剥片の内、最 も外側に分布するも

の間を直線で結び、原産地・石材集中分布域、原産地・

石材散漫分布域、原産地・石材分布限界の 3者を示す (第

106～ 109図 )。 XO、 チャー トの原産地・石材分布限

界の内側には、原産地・石材集中分布域 ≧原産地・石材

散漫分布域が各 lヶ 所ずつあり、それぞれの原産地・石

材集中分布域は原産地・石材分布限界のす ぐ外側に位置

する。発掘区北側の最も高い位置にXOの原産地・石材

集中分布域、発掘区の南側で低い位置にチャー トの原産

地・石材集中分布域があり、あたかも対峙 して位置 して

いるように見える。 ところが、原産地・石材散漫分布域

については、対峙する原産地・石材集 中分布域間にあり、

ほぼ同じ位置に重なるように分布 している。両者が重な

る区域は「微細剥離剥片集中区域」である点注 目される。

ところで、水晶については、原産地 。石材集中分布域

が 2ヶ 所確認 される。ひとつはブロック 5と 重なるもの

で、石器・剥片分布の東限に位置 している。 XOの原産

地・石材分布限界からはかなり離れているが、チャー ト

については分布限界の内側にある。ただ し、XOの分布

限界 とほぼ同じ境界線より外側に分布す るチャー トの母

岩資料はチャー ト2・ 3群であ り、 1群を含まないとい

う特徴がある (第 105図 )。 チャー 悴母岩資料 1群の分

布限界よりも外側に位置することになる。 1群 と2。 3

群 とが岩体・石材産地を異にしていることも視野に入れ

る必要がある。

この集中分布域はXO、 チャー トの集中分布域と同様

に対峙的であり、 3者はおおむね 15mほ どの距離を隔

てて石器・剥片分布の限界付近に位置 して、 3角 形の頂

点に位置するように配置性を感知することができる。X
Oの集中分布域は水晶の分布限界よ りも外側にあるが、

チャー トの集中分布域は、水晶の分布限界よりかな り内

側に位置 している。

一方、水晶のもうひとつの集中分布域は、前記の水晶・

XO・ チャー トの集中分布域が示す三角形の中心に位置

している。 しかし、それ らにあつた各原産地・石材分布

の分布限界の外側に位置するとい う特徴 とは反姑に、す

べての原産地・石材分布の分布限界の内側に位置すると

い う特徴を有する。

水晶の散漫分布域は、水晶の 2つの集中分布域のちょ

うど中間に位置 している。そ して、水晶の集中分布域 と

分散分布域には、大型の二側縁加エナイフ形石器を中心

に多くのナイフ形石器が分布 しているという特徴がある。

こうした状況をまとめると、水晶のひとつの集中分布

域以外のXO・ チャー ト・水晶の集中分布域は、前述の

とお り15mほ どの距離を隔てて石器・剥片分布の限界

付近に位置 し、その分布の内側に、各原産地・石材の散

漫分布域が位置するとい う構造的な分布を示 していると

することができる。

また、原産地・石材のこうした分布 と母岩資料 との関

係をみると、ほとんどの場合、集中分布域 と散漫分布域

の両者にまたがって分布 してお り、各原産地・石材ごと

の集中分布域 と散漫分布域 とは時間的に同時存在 してい

た可能′性が高い。

4 石材・原産地等の空間分布からみたブロックの再評

イ面

ブロックを石材・原産地の空間分布から再評価する。

チャー ト、水晶、XOの本遺跡の主要原産地・石材の集

中分布域を核 とし、他の原産地・石材の分散分布が重複

し、比較的密度の高い石器・剥片の分布域を構成 してい

るものがある。原産地・石材の剥離打撃や使用・廃棄 と

いつた人間行動を、比較的狭い範囲に制限する構造物の

存在を推定させる空間である。これを「主要原産地・石

材ブロック」と呼ぶ。ブロック 1・ 5。 6が これにあた

る。主要原産地・石材の各母岩資料は、特にこのブロッ

クに多く保有される傾向がある。人間行動を制限する構

造物を構築・配置 させ、主要原産地・石材の空間分布を

形成 した主体 となる人間集団の存在が推定され、 3つの

主要原産地・石材に関わる移動集団の存在を示す可能性

が高い。

主要原産地・石材ブロックを構成する多数の母岩資料

は、ある限られた連続する時間の中で (あ るいは同時に)

剥離打撃・使用・廃棄 されたとするにはあまりに多すぎ

る。おそらく、同一の移動集団が同じ構造物を存続 させ、

遊動生活の中で回帰する度に継続的に利用 したことで母

岩資料が累積 し、形成 されたもの≧理解 したい。

次に、主要原産地・石材の散漫分布域が核 となって成

立するブロック・散漫分布区域がある。ブロック 2≧ 散

漫分布区域 5である。ブロック 2には、XOと チャー ト

の原産地・石材散漫分布域が重複 してお り、その分布は

ブロック 3の領域に広がっている。散漫分布区域 5には

水晶の原産地・石材散漫分布域があり、その分布はブロッ

ク 3の領域に広がっている。ブロック 3には水品のもう

ひとつの原産地・石材集 中分布域があり、 4つの原産地。

石材に関する分布が重なって複雑な様相を呈 している。

そこで、ブロック 3については、水晶の原産地・石材集

中分布域のひとつを核 として成立 していた主要原産地 。



石材ブロックが、原産地・石材散漫分布域を中心 として

成立 した散漫分布区域の間に立地 したことで、両者の境

界が不明瞭になつたものとして理解 したい。

XOと チャー トの散漫分布域が重複する区域には、微

細剥離承1片集中区域が重なり、微細剥離剥片が生ずるよ

うな作業が盛んに行われた径 5～ 7mほ どの作業場の存

在が推定される。この空間は主要石材・原産地ばか りで

なく、他の多くの原産地・石材の分布が交錯する区域で

もある。その広 さから推定して、人間行動を制限する構

造物は存在せず、集落構成員の誰もがいつでも利用でき

る開けた空間であつたと思われる。 ここを集落の中心と

し、共同の広場的な性格が持たされ、同時存在 していた

構成メンバーやここを適宜利用する集団の共同利用の空

間として位置づけられ、各集団が保有 していた原産地・

石材を分配 し、それ らの原産地・石材を使用 して共同し

て作業がなされた場ではないかと推定される。

ところで、ブロック 4・ 7や散漫分布区域 1～ 4と し

て認識 された空間については、原産地・石材分布の分布

限界付近の散漫な分布域であるが、それぞれ個性がある。

散漫分布区域 4は、XOの主要原産地・石材ブロックで

あるブロック 1に近接 し、XOのみからなってお り、ブ

ロック 1に付随する何 らかの単位である可能性がある。

散漫分布区域 1は、ブロック 1に近接 し、XOが主体と

なるが、NK、 SWHD、 TSTYと いつた黒曜石を保

有する≧ともに、チャー トや水晶、珪質頁岩 も保有 し、

豊富な石材を保有する。その南側に隣接する散漫分布区

域 2は、チャー トを主体とし、XOも一定量保有 し、N

K,水 晶を保有 している。ブロック 7は、水晶主体であ

り、水晶母岩資料 4は、9点中4点がブロック 7に ある。

水晶集中分布域からかなり離れた位置にあり、独 自の存

在観がある。ブロック4は水晶主体であるが、ナイフ形

石器 を多 く保有するのと、1/3が SWHDで ある点など

特徴的である。これ らは、それぞれの主要原産地・石材

ブロックに付随 し、補助的な意味を持つものかもしれな

いが、ブロンク 7の ように独 自の存在観 を持つものもあ

る。回帰的利用によつて原産地・石材の分布が累積する

ことで、主要原産地・石材ブロックが形成 されるような

場所であつた可能性も否定できない。

5・ 移動集団と集落構造からみた社会集団像

原産地・石材集中分布域、散漫分布域、分布限界で示

される構造体 と、配置関係に示されるものは、

①原産地・石材集中分布域、散漫分布域、分布限界で示

される構造体=移動集団、

②原産地・石材集中分布域を核として認識され、何らか

の構造物との関連性が推定される主要原産地・石材ブ

ロック=居住単位、

③重複あるいは単独で存在す る原産地・石材散漫分布域

と微細剥離剥片集中区域やすイフ形石器集中区域 との重

複、豊富な原産地・石材の分布 =共同作業空間、中央広

場、

④中央広場の周囲にある距離を隔てて位置する居住単位

といつた配置構造 =回帰的に繰 り返 し利用 されその構造

が表出した集落像、社会集団

と見るこ≧が可能である。

XO。 チャー ト・水晶の主要原産地・石材に示される

少なくとも3つの移動集団は、配置構造に示 されるとお

り、こうした集落構造を認識できる期間に回帰的に本集

落を利用 し、時には同時に回帰 して共同生活をしていた

期間が存在 したことも考えられる。

この状況を主要原産地・石材ブロックが保有する母岩

資料の共有関係で見てみると、

ブロック 1-ブ ロック 5が水晶 3、 珪質頁岩 3

ブロック 1-プ ロック 6がチャー ト2・ 4(チャー ト

1-B群 )、 水晶 3、 X017、 TSTY5

ブロック 5-ブ ロック 6が チャー ト23。 24(チ ャー

ト2-A群 )・ 27(チ ャー ト2-B群 )・ 28(チ ャー ト2

-C群 )、 水晶 3

である。水晶 3は 3ブロックに存在するが、透明水晶

であり、同一結晶体 ≧い うレベルの資料とはならないた

め、必ず しも同時存在を示す資料 とはな りえない。また、

あくまでブロックとして区分 された空間での分布状況で

あり、必ず しも原産地・石材集中分布域同士の共有関係

ではないこ≧も注意する必要がある。 しかし、こうした

資料の存在は、同時存在の可能性を示 しうるものである。

剥片等のサイズ分析で示 された母岩資料や原産地・石

材の違いは、剥片剥離作業の量、剥離打撃の回数や、持

ち込み、持ち出しといつた行動の結果が、サイズ分布の

違いに反映 しているものと推定されるが、剥離打撃が多

くなされている母岩資料はXO・ 水晶・チャー トといつ

た主要原産地・石材であり、集団移動の経路を考えると、

本遺跡の直近で立ち寄つた石材産地を示 しているものと

思われる。持ち込み量や剥離打撃の規模が小 さいものほ

ど、移動経路上での距離が遠い石材産地であるものと推

定 される。玉髄、碧玉 (黄玉石 )、 弱瑞、 トロ トロ石、

泥岩、AGKT2と いった希少石材は最も遠い原産地・

石材産地のものであり、本遺跡に居住 した移動集団が移

動経路に持つ石材産地であるか、他の移動集団から分配

を受けたものであろう。

それぞれ移動経路が異なることから、一緒に移動 して

いたとは考えられない。ブロック 5を主要石材・原産地



ブロックとする水晶を主要石材・原産地とする移動集団

は、ナイフ形石器を使用・廃棄・作 り替えする季節 。時

期に到来・生活している。ブロック 1を主要石材 。原産

地ブロックとするXOを主要石材・原産地とする移動集

団や、ブロック6を主要石材 。原産地ブロックとする

チャー トを主要石材・原産地とする移動集団は、微細剥

離剥片を使用・廃棄する季節 。時期や彫器・楔形石器を

使用・廃棄 。作り替える季節・時期に到来 。生活してい

る。XOと チャー トの移動集団同士は、同じ季節・時期

のこの遺跡に回帰していた可能性が高く、同時存在して

いたこともままあったことと推定される。水晶移動集団

とXO・ チャー ト移動集団とは、この遺跡を利用する季

節・時期を違えて回帰していたことが多かった可能性が

高い。

(秋山圭子・網倉邦生 。村松佳幸・保坂康夫)
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第 6章 丘の公園第 1遺跡出土    測定結果から上記の指標を算出する。

第 1節 黒曜石産地分析推定結果

に依頼した。以下、分析方法の概要を記す。

分析法  エネルギー分散蛍光 X線分析法 (EDX)

分析装置 セイコーインスツルメンツ卓上型蛍光 X線分

刀F言十  SEA-2110L

沢1定時間 240sec 雰囲気 真空

照射径  10Hlm

検出器 Si(Li)半導体検出器

測定元素  Al(アルミユウム)、  Si(ケイ素 )、 K(カ サウム)、

Ca(カ ルシウム )、 Ti(チ タン )、 Mn(マンカ
゛
ン)、

Y(イットリウム)、  Zr(シ
゛
ルコニウム)

分析法の特徴

長所 非破壊分析   多元素同時分析

前処理不要→洗浄は必要

迅速分析    操作が簡単

短所 微量分析は不得意

表面分析

→試料を破壊せずに測定するため、

分析結果は表面を測定したことに

黒曜石産地分析推定結果
以上から、産地原石に関するデータベースを作成する。

下記の二つの方法で産地推定を行 う。

①判別図法 (判別図のシー ト参照 )

用いる指標 図 1 横軸 :Rb分率、縦軸 :Mn/Fe

図 2 横軸 :Sr分率、縦軸 :log(Fe/K)

黒曜石産地分析は、沼津工業高等専門学校の望月明彦氏    特 長   簡単な計算であり、誰にでも作成可能

なる。

→そのため、汚れた試料、風化した  第 2節 不明産地 2(XO)について

試料は汚れ、風化を測定 したこと    今回の分析で、産地が不明なものが発見された。 1つ

にな り、正確でない。 は 「NK」 で、長野県川上村中ッ原遺跡で最初に確認 され

類似 した組成の標準試料が必要      ている。 もう 1つは 「XOJで NKと 下呂石に非常に類似

試料の洗浄 5分問 (汚れがひ どい場合は 15分 問 )超   した一群が検出されている。丘の公園第 2遺跡で安山岩

音波洗浄器で洗浄。            と報告 された (保坂 2001)も のと同 じであ り、現時点

さらに汚れを拭き取つてから測定。      では隣 り合 う両遺跡から限定的に確認 されているのみで

産地推定法 得 られた蛍光 X線スペク トル強度を元素記  ある。

号で表す ≧する。 「XO」 の特徴は、透明感はほとんどなく、表面は灰色

二つの方法 とも以下の指標を用いる。     がかつたチ ョコレー ト色で、質感は均一的である。

指標     Sum=RbttSr+Y+Zr とする。

Rb分率 三Rb/Sum  Sr分率 =Sr/sum   引用文献

Zr分率 =Zr/sum Mn*100/Fe      保坂康夫・望月明彦・池谷信之 2001「 黒曜石原産地 と

log(Fe/K) 石材の搬入 。搬出 ―丘の公園第 2遺跡の原産地推

産地のシートに上げた黒曜石産地から、産地原石を採集    定から一」『研究紀要』17 山梨県立考古博物館・

分析条件 管電圧  50kV  管電流 自動設定     ②判別分析 (推定結果表参照 )

視覚的に確認でき、分か りやすい。

推定方法  遺跡出土試料を蛍光 X線分析 し、指標

を計算。

指標を図にプロットする。

重なつた原石産地を推定結果 とする。

用いる指標 算出された指標全て

特 長   各産地 との類似度を距離で算出

既知の産地のどれに類似 しているかを

判別する方法である。

→未知の産地の判別はできない。

いる産地を推定結果とする。

この産地は試料 と2次元的に最も距離

が近い。

判別分析ではこの距離を数学的に n次

元で計算する。

試料 と最も距離 (マハラノビス距離 )

が近い産地を推定結果 とする。

この距離から、各産地に属する確率を

計算する。

Fe(鉄 )、 Rb(ルドシ・ウム)、 Sr(スト■ンチウム)、       推定方法  判別図法では遺跡出土試料 と重なって

し、測定する。 山梨県埋蔵文化財センター



第14表 丘の公園第1遺跡出土黒曜石製石器産地推定結果
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第14表 丘の公園第1遺跡出土黒曜石製石器産地推定結果
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第14表 丘の公園第1遺跡出土黒曜石製石器産地推定結果

判別分析
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訳 訪 星 ケ奮 凋 もWHυ

蓼 科 命 1心 lY

3br

蓼 科 命 四 秤

蓼 科 命 山 汗

38と NK
蓼 料 淑 子 山 君

)NK 心WHυ

言収言力星 ケ 奮 君 もWHυ

諏 訪 星 オ′奮

ヨ出十

蓼 科 命 凹 秤

FRk謝 星 ケ百 石キ

42と 蓼 村 双 子 山 群

,NIt 42C 和 田 土 屋 橋 司

)NK
4Zと 諏 百力星 ケ 百 君

諏 言力星 ケ 百 bWHり

NIt

蓼 科 命 四 秤 1も lY

課 rlnニ ケ百 おキ SWHυ

蓼 科 命 山 群

墾 科 備 Ш 群

Wυ【Ь

4ヽ IHE 4ヽ lH4

XU

諏 TIn星 ケ 育 藤



分析番号 遺物番号 推定産地
半u男1図

半明1群

諏こ万犀 ケ含 群 もWHυ

lVυ KЬ

lNK 本日円 刀 殊ヽ 沢 藤

WυKIj

brと 言奴言力星 ケ

aHK言力星 ケ もWHυ

6

HJIR調 星 ケ 育 rf bWHυ

諏 訪 星 ケ 育 群 SWHυ

蓼 科 山 群

6Zイ 珍姿不斗男X=「 HJお辛

Z3r 63之
‐
lJ君 1心 Hも

´

日 日

表 諏 言万星 ケ 含 群

蓼 科 命 山 秤

υNK
諏 訪 星 ケ 台 軒

言収言力 ケ 1ゴ 君

ケ

象 科 命

諏 訪 星 ケ 含 群

課 訪 ‐ ケ百 君辛

HIX訪星 ケ育 秤

諏 訪 星 ケ 台 群

蓼 科 命 山 群

墾 科 双 十 四 群

1も Hも

bl ケ

,NK弘―Zbも IIHk萌 星 ケ育 IF
lNKl-259 4も之 ItartB星 ケ育 君 SWHυ

)NKl-260 諏 訪 星 ケ 台 君

b3と ケ言 届 心WHυ

ケ もlVHυ

ケ bWHυ

,N【 諏 言力疼妻ケ bWHυ

和 四 鷹

争科 洪 子 山 藤 1も HtI

267 と科 朔 子 凹 群 ともHじ

四Kl-268 lla言ノ姥≧ ケ ニゴおキ

'N(1-ZOυ
ケ宙 群

'NKl―
ZrU ケ 心WHり

,NK Zr ケ

1-2rz TF TFttF 4ヽ ロ

492

)NKl-275
)NKl-276 蓼 科 命 山 群

H4k開 塁 ケ 百 碑

第14表 丘の公園第1遺跡出土黒曜石製石器産地推定結果

判別分析

第1候補産地

判別群 1 距離  1 確率 半J男明幹

第2候補産地

距離  1 確率
SWHυ rも .判

b 193, υ.υυυ(

U.υ Vυヽ 19,67 0.0001

3 27

!∪

VυKЬ も1.り、

106 82
WHυ Sb.Zと

SHC
rsHG υ.υυυヽ υ.UUU

心Hも b o orzて

U UU0
lυ 6.0彰

!もHC 48.rl
4 zr 3に

Vも ,も 彰

Kヾ υ.υ VVそ テLl((, ∪ ∪υυ(

0.Z0
WゝHυ 0.1

ё b七

Z.4 lUё 4ィ

上10.261
U.υVυ もHtJ

もHt 3.3r U UUb
心 2υ  rに

1.Z
ジ4.Zも

SWHけ 甦Sイ .にり

SWHυ

6 1

1も ,61

とJ ウιイ υ.υυZk

υ.υ Vυ じ.υυUヽ

bHё 3.2ツ υ Vυυ U.υυUt

SWHD

WゝHυ

/T

!も

tjり も.Z4
Z 6b

Njt 500.1
rSHG

5111Hり b.1

推定結果表の見方

右側の表

判別図判別群 :判別図法によって推定された産地  判別分析と結果が異なるときは
″
*″ をつけて示す。

判別分析 第1候補産地…判別分析により推定された産地の第1候補

第2候補産地…判別分析により推定された産地の第2候補

判別群  候補産地記号→判別図法による産地と通常は一致する。

距 離  試料から候補産地までのマハラノビス距離→値が小さいほど候補産地と類似性が高い。

確 率  試料が候補産地に属する確率→1に近いほど類似性が高い。

※NKと 下呂石に非常に類似 した一群が検出されている。丘の公園第2遺跡で安山岩 としたものと同じである。

※判別分析は丘の公園第2遺跡出上の安山岩 としたものを標準として算出している。
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第15表 半1別図に用いた産地原石判別群

た地原tH坤 1別 ド6E‖くO SEJヽ 21J劇 フ■光 Rヽ‐A分析喪置による)

“

[道府県 地隊ヽ o  エリア  新十,別祥  回判別,‖  新記弓 口記号       原石係収lL(分 lF叛 )

白沌 全盈於贅肝    きR阜   蛮蘊出央辟袖命亀訃評
頭0り、人報Oω

第16表 丘の公園第 1遺跡出土黒曜石産地組成
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不日田 (WO)

ブ ドウ沢 VOBD

炊ヶ沢

葛松沢 VOTM

和四 (WD)

芙蓉ライ ト VDHY

電山 OTY 1 03〔

小深 沢 VDKB 94〔

上屋 橋 北 VDTK 1 70を

土屋 橋 西

上屋 橋 南

き峠 VDHT

諏訪 星ヶ台 SWHD 20 0〔

蓼科

冷 山 10 6C

双子山 1 3 94

播鉢山 「SSB 0

天城
柏峠 1群 GヽKTl 0

ヨ峠2群 GゝKT2 0 79

箱根

晒宿 lNH T 0

澱冶 犀 OIKT 0
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上多賀 lNKT 0
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新 津 金津 0
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脇本 9GVM
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月 山 HCGS

今野 川 HGIN

北上川

折居 1群

折居 2群 (K02

折丹 3群

宮崎 湯ノ倉 IZYK

仙台
秋保 1群 ;助 1ヽ

秋保2群 ;助 2ヽ

色 麻 根 序 ,hlNC

塩 竃 塩電 港 群

小 泊 折腰 内

魚 津 章 月 上 野 jTHT

高岡 二 上 山 ,OFK

佐渡
真光寺

金井ニ ッ坂 ∫DKH

隠岐

久 見 )KHM

岬 地 区 )KMT

患詣i )KMl」

白滝

3号沢 STHC
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置 戸 茶住 )DAZ
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名 寄 侑)十 1 〈YHA 0

旭 川
言砂 台 0

慈イ 台

不明産地 1
Ⅸ 2( 11

(0 36 22

下 呂石

合計
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第 7章 丘の公園第 1遺跡石器群の

編年的位置づけ

山梨県内では 旧石器 時代石器 が確認 された遺跡 は

40ヶ 所程度で、大半が 1～ 2点の石器が採集 された程

度の小規模遺跡であ り、発掘調査が実施 され、ブロック

などが把握 された遺跡は 8遺跡にすぎない。 さらに、層

位的に同一遺跡で上下関係 をもつ文化層 として石器群の

前後関係が確認 された遺跡 はこれまで確認 されてお ら

ず、単一の文化層のみの遺跡 のため、石器群の編年的

位置付けは① ATと の上下関係、②放射性炭素年代や

フィッション トラックなどの年代測定値、③層位的に編

年が組み立て られた武蔵野・相模野・愛鷹・箱根編年 と

の対比、④豊富な石器群が確認 されている人ヶ岳山麓周

辺の編年 との対比 といった方法で論議が行われている。

最近では、宮里学氏が山梨地域の旧石器編年 として 6期

の段階設定を行 つている (宮里 1999)。 また、保坂は、

AT下位の台形様石器などを中心 とする石器群 と、主に

AT以降の二側縁加エナイフ形石器を中心とする石器群

とに大きく2分する考え方を提示 した (保坂 2004)。

山梨地域で独 自に編年を組む とするならば、まずは鍵

層 となる火 山灰層が重要 となる。た ≧えば On― Pml

(御岳第 1軽石層 ;10万年前)や Pm4(御 岳第 4軽石

層 ;5万年前)の ように純層 として目視できるものはあ

るものの、古い地層が多く、現状では旧石器編年には無

縁である。次に、洗い出し作業による土壌分析でATや
As―YPに 由来す るとされるUG(立 川ローム層上部

ガラス ;12万年前)が確認 されるものの、ATは顕微

鏡下で量的に多く確認でき、降灰層順の特定も可能であ

るが、UGは少なく分層の決め手 とはな りにくい (河西

1999)。 もうひとつ、甲府盆地南部の曽根丘陵地域では、

黒色帯の発達が見 られる。上面にATの 降灰面が確認 さ

れてお り、武蔵野でい う立川 ローム層第 2暗色帯に対比

できる (河西 1990)。 しか し、黒色持分布地域での調査

遺跡は今のところ、立石遺跡に限定されるため、山梨全

域を姑象とした編年には役立たない。

そ うした状況から、旧石器時代石器群の編年に役立つ

のは、山梨地域では今のところATが 唯一 といつてよい

状況であり、独 自に提示できる編年を目指 した場合は、

ATの上か下かの論議か ら始めざるをえない。AT下位

段階の石器群では、台形様石器を主体 とするもの (立石

遺跡第 2次・横針前久保遺跡)と 、二側縁加エナイフ形

石器を主体 とするもの (立石遺跡第 1次)と があり、武

蔵野・相模野・愛鷹・野尻湖などの状況からして、後者

はより後出的な石器群 と理解できる。また、石刃を主体

とし、炭素 14年代が β線法のデータではあるが 3万年

を越えるとされたもの (一杯窪遺跡)が あり、これ も含

めてより古相の石器 と二側縁加エナイフ形石器を主体 と

するより新本目の石器群 とに区分出来そ うである。

AT以 降については、本遺跡 と、丘の公園第 2遺跡、

天神堂遺跡、権現堂遺跡 と丘の公園 14番ホール遺跡 で

ATと の関係が把握 されている。丘の公園 14番 ホール

遺跡は本の木型槍先形尖頭器を伴 う縄文時代草創期の石

器群である。旧石器時代遺跡 としてATと の関連が把握

されているのは 4遺跡で、いずれも二側縁力日エナイフ形

石器を主体 とする石器群である。

今回、報告 した丘の公園第 1遺跡では、石刃や縦長剥

片を素材 とした二側縁加エナイフ形石器が主体を占め、

彫器、削器、楔形石器などが組成 される。ナイフ形石器

は大小の差が著 しく、小形のものでは小形幾何形ナイ フ

形石器 とすべきものが見受けられる。二側縁力日エナイ フ

形石器の形態は、基部端に調整が施されず、折れ面、素

材面、打面などを当てている。こうした二側縁力日エナイ

フ形石器の特徴は、いわゆる砂川段階に位置づけられ る

近隣の丘の公園第 2遺跡には見られない特徴である (保

坂・河西ほか 1989)。 特に、小形幾何形ナイフ形石器 の

存在は注 目すべきであろう。同様な幾何形ナイフ形石器

は県南端の静岡県 との県境にある南巨摩郡南部町 (旧 富

沢町)天神堂遺跡にも確認 されてお り、丘の公園第 2遺

跡よりも年代的に本石器群に近いものと考えられる。丘

の公園第 1遺跡ではチャー トを石材 とする石刃が多 く見

られるが、それを素材 としたナイフ形石器が見 られない。

剥片剥離作業がなされていないか非常に低調 と考えられ

るSWHD(諏 訪星ヶ台群)黒 H君石を石材 としたナイフ

形石器が 目立つ。槍先形尖頭器の多出する野辺山や川上

村の遺跡群を間近にしながら、槍先形尖頭器が組成 して

いない点も特筆 される。

近似する時期 。内容の石器群を渉猟 してみると、人 ヶ

岳山麓東部での堤隆氏による野辺山編年では、すイフ形

石器が小形化 。幾何形化 し、衰退する段階として野辺 山

第Ⅱ期後半が設定され、滴涙形のナイフ形石器が確認 さ

れた西ノ腰 B遺跡を位置づけている (堤 1993)。 人 ヶ岳

西麓では、斉藤幸恵氏が茅野市史に編年を提示 し、第 5

期 として城 ノ平遺跡を位置づけ、ナイフ形石器の幾何形

化・小形化を終末期の在 り方 とする (斉藤 1986)。 諏訪

湖周辺地域では高見俊樹氏 (高見 1995)、 長野県全体 に

ついて大竹憲昭氏 (大竹 1994)、 柳沢和明氏 (柳沢 1985)

などの旧石器編年が示 されているが、小形幾何形ナイ フ

形石器の位置づけはない。須藤隆司氏は中都地域の編年

を示す中で、第Ⅳ期 として両面調整技術構造の成立・確



立期を位置づけ、前半段階に男女倉型石器群 。杉久保型

石器群・砂川型石器群をあてて両面調整技術構造の成立

(進入)と 石刃技法構造の再開発段階として、砂川期に対

比した。また、後半段階は片面 。周辺調整石槍石器群を

特徴 とする両面調整技術構造の地域開発が行われた段階

とし、月見野期に対比 した (須藤 2006)。 この中で、丘

の公園第 2遺跡を第Ⅳ期前半段階、天神堂遺跡について

は初期的な槍先形尖頭器を評価 して第Ⅳ期後半段階と位

置づけている。いずれの編年状況を見ても、特に中部山

岳地域においては明確な小形幾何形ナイフ形石器の出土

がなく、今回報告 した丘の公園第 1遺跡 と対比できるよ

うな石器群は把握 されていないのが現状であろう。

一方、静岡県の愛鷹・箱根編年では、ナイフ形石器終

末期 として第 4期 b・ cが設定されている。第 4期 bで

は茂呂系ナイフ形石器が 5 clll以 上の大きさが減少 し、素

材も石刃よりも石刃状剥片の比率の方が高くな り、切出

形や台形状の比率がやや増えるとされた。砂川刃器技法

の減少 と単設打面で小形の承1片 を剥離する石刃技法が漸

次増加するといつた要素が指摘 されている。第 4期 cで

は二側縁加エナイフ形石器そのものが減少 し、小形の

切出形や台形状に加 え、幾何形ナイフ形石器が登場す

る乙された。石刃技法が消滅 し、頻繁な打面転移がみ

られる幅広縦長剥片剥離技法の存在が指摘 された (前

嶋 1995)。 しか し、第 4期の 3段階区分については、そ

の時期の石器群が包含 される愛鷹 。箱根の休場ローム層

が 30～ 60 cmと 比較的薄いため、出土層位で区分する根

19_lが 乏 しい との指摘 (伊藤 1996)や 、砂川遺跡資料を

基準として第 4期の最古 ≧位置づける仮設に姑する疑義

(高尾 1996)が 示されている。

高尾好之氏は第 4期を前半と後半に大別 し、さらに前

半段階を a・ b・ cの 3群に区分 している。a群は前段階

の尖頭状石器・角錐状石器の出現 と円形掻器の安定的な

組成が特徴 とされる第 3期の様相を個別の石器に残す石

器群 とされた。 b群は砂川型の石刃石器群が併存 したと

考えられる石器群であるとする。 c群は小形・幾何形の

ナイフ形石器が組成 される石器群 ≧する。小形ナイフ形

石器や槍先形尖頭器の組成率が高まる点も指摘 されてい

る。多様な第 4期 の石器群の変化は、石刃技法の崩壊 と

い う一方向的な視点では説明できないとする。また、後

半段階は、ティア ドロップ形のナイフ形石器 とそれに迫

る量の槍先形尖頭器を有する石器群の段階とする。ただ

しナイフ形石器は、基部加工、一側縁加工、二側縁力日工 (茂

呂型・切出形・台形状 )、 先端加工のすべての形態が揃

うとする (高尾 2006)。 高尾編年に姑比する場合は、第

4期前半期 c群に相当しよう。

層位的に充実 した相模野台地では、相模野編年第Ⅳ期

後半 (鈴木・矢島 1988)、 月見野期 (白 石 1995)、 武蔵

野編年第 Ⅱb期にあたると思われる。諏訪間氏の編年に

よれば、Bl上部～上面を出土層位 とし、下九沢山谷型

ナイフ形石器 と小形幾何形ナイフ形石器が主体 とな り、

茂呂型サイフ形石器が小形化する段階とされた段階Ⅶが

近い要素である (諏訪間 1988、 諏訪間順 2001)① かなが

わ考古学財団の旧石器 (先 土器・岩宿)時代研究プロ

ジェク トチームは、この段階の石器群を 4つのグループ

に分けている。第 1は砂川型 と小形幾何形ナイフ形石器

から構成 されるもの、第 2が下九沢山谷型を主体 とする

もので、小形幾何形は極めて少ない。第 3は小形幾何形

ナイフ形石器 を主体 とし、砂川型や下九沢山谷型、槍先

形尖頭器はほとんど見 られない。第 4は、下九沢山谷型

ナイフ形石器 と小形幾何形ナイフ形石器から構成 される

(旧 石器 (先土器・岩宿)時代研究プロジェク トチーム

1996)。 この中で、丘の公園第 1遺跡の石器群を位置づ

けるとすると、第 1グループ とい うことになろう。特に

長堀南遺跡第Ш文化層の槍先形尖頭器を伴わない石器群

は、近似性が高い石器群 として例示できよう。

ただ し、ナイフ形石器の特徴 として指摘 した、「基部

端に調整が施 されず、折れ面、素材面、打面などを当て

ているJと い う′くは、愛鷹・箱根編年第 4期 a段階や諏

訪間編年段階Ⅵなどの砂川期の石器群にも散見 されるも

のの、これのみで構成 されるとい う点はやは り特徴 とし

てあげるべきではないか。また、小形幾何形ナイフ形石

器 も、層位的に良好な相模野台地での状況からして、よ

り後出的要素 として とらえても良いと考えられる。する

と、本石器群は、中部山岳地域においては希少な、槍先

形尖頭器を伴わない月見野期の石器群 として位置づけら

れるのではないだろうか。
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